
【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

人権啓発資材の配布について、配布
数の増を検討しましたが、木更津こ
どもまつりの翌日に鴨川市でヒュー
マンフェスタが予定されていた関係
で、雨天順延で配布ができなくなる
可能性を考慮して昨年度と同じ数を
用意することとしました。その他、
フリーペーパーへの掲載だけでな
く、SDGsアイコンシール作成も実現
できました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 県等からのチラシを適切に配布する
ことに努めました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

人権尊重につ
いての広報・
啓発

木更津人権擁護委員協議
会木更津市部会主催によ
り、主に12月の人権週間
中に各種啓発活動を行
い、地元地方紙を通じ広
報を行います。

女性の人権擁護
についての理解
を深めます。

木更津人権擁護
委員協議会木更
津市部会の主催
により、11月19
日の木更津こど
もまつりで人権
啓発物資を500
部配布しました
が、来場者数に
対する配布数が
少ないため、配
布数の増加を検
討します。

12月の人権週間及び
それに伴う人権・行
政特設相談について
の広報を地域のフ
リーペーパー等への
掲載を通じて行いま
す。

木更津人権擁護委員協議会木
更津市部会の主催により、11
月18日の木更津こどもまつり
で人権啓発物資を500部配布
する予定でしたが、雨天のた
め配布ができませんでした。
そのかわりとして、木更津東
高校の生徒に人権啓発物資を
配布しました。
また、12月の人権週間に実施
した人権行政合同特設相談開
催の案内を地域のフリーペー
パーに掲載したほか、国連
SDGs（持続可能な開発目標）
アイコンシールを作成し、人
権行政合同相談の案内を掲載
しました。

1

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

市民の人権意識
の高揚のための
啓発活動を積極
的に行います。

公民館、小学校、中
学校等に広報及び啓
発活動を行い、人権
意識の高揚を図りま
す。

人権問題に対する市民の理解
を深め、人権意識の高揚を高
めるため、公民館、小学校、
中学校等にチラシの配布を行
いました。

2

生
涯
学
習
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

人権尊重につ
いての広報・
啓発

人権問題に対する市民の
理解を深め、人権意識の
高揚を高めるため、チラ
シの配布等の各種啓発活
動を行います。

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。

1



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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男女共同参画
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28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画に基づき、相談窓口の一覧を人
権擁護委員に配布し、情報提供しま
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
昨年度未実施校4校で人権教室等が実
施できました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津人権擁護委員協議
会主催により、4市人権
擁護委員を対象に、講演
会・研修会を開催しま
す。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

各種相談窓口の一覧
が掲載されたパンフ
レットを研修開催時
に人権擁護委員に配
布します。

木更津人権擁護委員協議会主
催の4市人権擁護委員を対象
とした研修会が7月20日に木
更津市民総合福祉会館にて行
われた際に、人権行政相談以
外の各種相談窓口一覧を委員
に配布し、情報提供を行いま
した。

4

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1 ①

(

1

)

3

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

木更津人権擁護
委員協議会の主
催により、4市
人権擁護委員を
対象に研修会を
実施しました。
人権相談だけで
は対処すること
ができない相談
テーマに関し
て、適切な相談
窓口を紹介でき
るよう情報提供
を行うことを検
討します。

人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

求めに応じて幼稚園・保
育園・小学校等へ訪問
し、人権に関する講話等
を行います。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

人権週間期間中
に市内5つの小
中学校へ訪問
し、人権講話・
人権教室・人権
紙芝居を行いま
した。人権教室
等の開催校が固
定化されている
ため、未実施校
への働きかけを
強化することを
検討します。

7月の校長会にて人権
教室等の開催依頼を
行います。また、人
権週間期間中に人権
教室等を実施しま
す。

7月の校長会にて人権教室等
の開催依頼を行いました。人
権教室等を木更津第一中学
校、馬来田小学校、木更津第
一小学校、鎌足小学校、請西
小学校にて実施し、小中学生
536人の参加がありました。
なお、前年度未実施だった4
校（木一中、木一小、馬来田
小、鎌足小）の参加が実現し
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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男女共同参画
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みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 現代的課題としてのテーマに取り組
むことができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市公式ホームページを活用し、人権
行政合同特設相談の案内を行ったほ
か、総務省主催の一日行政特設相談
所の開設が実現しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

学校教育・社会教育関係
者等を対象に、講演会・
研修会を開催します。
（年１回）

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。

「発達障害」を
テーマとし、子
育ての中で父親
母親の役割を考
える機会となり
ました。男女共
同参画の視点を
取り入れた研修
テーマについて
引き続き検討し
ます。

平成30年2月ごろに人
権尊重をテーマにし
た研修会を開催予定
です。

平成30年3月13日に『子ども
の貧困』をテーマに研修会を
開催しました。

5

生
涯
学
習
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

各種相談窓口
の情報の提供

年間を通じ、窓口及び電
話等による各種相談窓口
等の問い合わせに対し、
情報の提供を行います。

女性も含めた市
民の様々な悩み
や問題の解決に
つながります。

窓口及び電話等
による各種相談
窓口等の問い合
わせに対し、情
報の提供を行い
ました。今後
は、横断的に多
種多様な相談
ニーズに対応す
べく、相談窓口
一覧の紹介がス
ムーズに行える
ような仕組みづ
くりを検討しま
す。

窓口及び電話等によ
る各種相談窓口等の
問い合わせに対し、
情報の提供を行うほ
か、各種相談窓口の
一覧を市HP等へ掲載
します。

窓口及び電話等による各種相
談窓口等の問い合わせに対
し、情報の提供を行うほか、
各種相談窓口の一覧を市HP等
へ掲載しました。
また、女性ホットラインの電
話相談案内記事を広報等に掲
載しました。

6

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

3



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

会議の開催が1回となったことから、
全ての会議に出席することができま
した。また、30年度の幹事市として
必要となる引継を行うこともできま
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
4回開催された木更津人権擁護委員協
議会常務委員会に全て出席し、積極
的な情報交換ができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

県・自治体等
との情報交換

県内任意の市町村で構成
される「千葉県市町村人
権施策連絡会」へ参加し
情報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

「千葉県市町村
人権施策連絡
会」に参加し情
報交換を行いま
した。全ての開
催回に出席でき
なかったため、
可能な限り出席
するよう努めま
す。

平成30年度は、本市
が幹事市となる予定
であり、準備を行う
とともに、全ての開
催回に出席します。

9月1日に大網白里市にて開催
された会議に出席し、人権に
関する施策について議論を行
いました。また、30年度は本
市が幹事市となることから、
会議運営の引継を行いまし
た。

7

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

①

県・自治体等
との情報交換

木更津人権擁護委員協議
会主催による、4市の人
権擁護委員(常務委員)及
び市職の会議へ参加し情
報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

木更津人権擁護
委員協議会主催
による、4市の
人権擁護委員
（常務委員）及
び市職の会議へ
参加し情報交換
を行いました。
今後はより積極
的に情報提供等
を行うことを検
討します。

木更津人権擁護委員
協議会主催による、4
市の人権擁護委員(常
務委員)及び市職の会
議へ参加し情報交換
を行い、他市との協
力体制を強化しま
す。

木更津人権擁護委員協議会主
催による、4市の人権擁護委
員(常務委員)及び市職の会議
へ参加し情報交換を行いまし
た。
第1回：平成29年 6月 7日
第2回：平成29年 9月 6日
第3回：平成29年11月30日
第4回：平成30年 4月24日8

市
民
活
動
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
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男女共同参画
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28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
男女共同参画情報紙への掲載に努め
るとともに、情報提供等による啓発
に取り組みます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
広報紙へ毎年でなくても構成を工夫
するなど掲載を検討すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修会で情報提供を行いました。配
布するチラシについてわかりやすい
内容のものを検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙
への掲載に努め、情
報紙以外の方法によ
る情報提供も実施し
ます。

紙面の都合により、啓発記事
は掲載できませんでしたが、
関連した各種情報を資料掲示
等により提供しました。

10
企
画
課

性の商品化を
防ぐための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

(

1

)

1 ②

性の商品化を
防ぐための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

9
企
画
課

Ⅰ

研修会で情報提供を行いまし
た。配布するチラシについて
はわかりやすいものとする工
夫が必要です。

Ⅰ 1

(

1

)

②

5



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】
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事業名
事業内容
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
職員及び青少年補導員により定期的
に実施しました。引き続き取り組み
たい。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

状況で訪問が出来ない場合がある
為、対象者に応じた支援が必要で
す。H30年度から開設した子育て世代
包括支援センターと連携して、引き
続き早期把握と全数訪問の実施に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

青色回転灯装着車両による週
２回の定期パトロールや青少
年補導員の定期街頭補導活動
に伴い実施しました。

12

健
康
推
進
課

Ⅰ 1

(

1

)

②

母性に対する
正しい認識の
啓発

産婦訪問指導・新生児訪
問指導を実施します。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

②

性の商品化を
防ぐための啓
発と促進

職員及び青少年補導員に
より、青少年の健全育成
と環境浄化活動の一環と
して、電柱等に張られた
性風俗のビラ・看板等を
定期的に撤去します。

有害広告物の撤
去活動を通し
て、人権として
の性の尊厳に関
する市民レベル
で啓発につなが
ります。

今後も引き続き
取り組みたい。

職員及び青少年補導
員により、電柱等に
貼られる有害広告物
の監視、除去を定期
的に行います。
有害広告物の監視、
除去活動を関係団体
と連携して実施でき
るよう呼びかけてい
きます。

11

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅰ 1

(

1

)

対象者への周知
の徹底、対象者
の早期把握と対
応を改善し訪問
数が増加したの
で、今後も対象
把握に努め全数
訪問を目指しま
す。また多岐に
わたるケースに
対応するため、
訪問指導の資質
の向上が必要で
あり、研修会を
充実させます。

出生通知書の提出に
ついて周知を徹底
し、全数訪問に近づ
けるよう実施しま
す。
訪問指導員、職員対
象の講演会を実施し
ます。

母子手帳交付時や手転入手続
きの際,出生通知書の提出に
ついて周知を徹底し、全数把
握・早期対応に努めました。
訪問指導では母親の体調や児
の発育確認を行うと共に、慣
れない育児への相談や子育て
に関する情報提供を行い、安
心して子育てが出来るよう支
援に努めました。
訪問指導員および職員対象に
事例検討会や講演会を実施
し、資質の向上に取り組みま
した。

6



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

各健診とも繰り返しの電話勧奨や連
絡が取れない際は、はがきや訪問に
よる受診勧奨を徹底して実施したこ
とが受診率向上に繋がったと思われ
ます。H30年度からは子育て世代包括
支援センターとの連携を図り、健診
から事後フォローについて切れ目の
ない支援に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 随時情報収集に努め、必要な見直し
に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

市が作成する看板や市民
向けの印刷物などの表現
について、情報収集に努
めます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

市が作成する看
板や市民向けの
印刷物などにつ
いて、引き続き
随時情報収集に
努めます。

市が作成する看板や
市民向けの印刷物な
どの表現について、
情報収集に努めま
す。

市が作成する看板や市民向け
の印刷物などの表現につい
て、情報収集に努めました。

乳幼児健康診査を実施し
ます。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

未受診者対策を
行い95.1％と受
診率は高く、ま
た必要に応じ育
児支援のフォ
ローも実施して
おり、次年度以
降も計画どおり
実施します。

乳児健康診査、1歳6
か月児健康診査、3歳
健康診査を、それぞ
れ年36回実施しま
す。

各健診とも年36回実施しまし
た。健診全体の受診率は98％
と、前年度に比べ2ポイント
アップしました。
健診を通じて子どの発育・発
達の確認及び子育ての悩みや
困っていることなどの相談に
応じ、育児支援を行いまし
た。また、支援が必要なケー
スについては地区担当保健師
が継続して関わり、保護者の
不安軽減に努めました。

14
企
画
課

Ⅰ 1

(

1

)

13

健
康
推
進
課

Ⅰ 1

(

1

)

②

母性に対する
正しい認識の
啓発

③

7



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
随時幅広く情報収集に努め、検証に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 情報紙に掲載しました。わかりやす
い記事の掲載に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

男女共同参画紙
に記事を掲載し
たことから、引
き続き掲載する
ことと、内容を
精査して分かり
やすい表現とす
ることに努めま
す。

男女共同参画紙に、
分かりやすい表現で
啓発記事を掲載しま
す。

男女共同参画情報紙に啓発記
事を掲載し、身近な相談窓口
の情報提供を行いました。

16
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

男女共同参画の視点から
みて、ふさわしくない表
現については、是正を申
し入れます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

男女共同参画の
視点からみて、
ふさわしくない
表現について、
検証に努めたこ
とから、引き続
き検証します。

男女共同参画の視点
からみて、ふさわし
くない表現について
検証し、ふさわしく
ない表現について
は、是正を申し入れ
ます。

男女共同参画の視点からみ
て、ふさわしくない表現につ
いて検証に努めました。特に
是正を申し入れる表現は見受
けられませんでしたが、幅広
く情報収集をする必要があり
ます。

15
企
画
課

Ⅰ 1

(

1

)

③

8



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報提供に努め、啓発にあたっては
分かりやすい内容のものを配布しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 広報への掲載に努めるとともに啓発
活動に取り組みます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

11月の「女性に対する暴
力をなくす運動期間」を
中心に啓発活動を行いま
す。

ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

２８年度は１１
月の広報掲載
他、カードやス
テッカーの設置
等啓発活動を行
いましたが、Ｄ
Ｖ相談件数は増
えている状況で
あるため、今後
も継続して実施
していきます。

啓発活動を通じ、更
なる相談窓口の周
知、ＤＶ被害の防止
に努めます。

平成28年度と同様広報掲載
他、カードやステッカーの設
置等啓発活動を行いました。
啓発によりドメスティック・
バイオレンス防止及び被害者
への相談先の周知をし、特に
立場の弱い女性の権利擁護を
図りました。18

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1 ①

(

2

)

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

男女共同参画フォーラムでの
情報提供とともに、職員研修
会において情報提供に努めま
した。

17
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

9



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
講座の中に盛り込むなど内容の充実
について検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
毎年でなくても講座に盛り込むなど
検討すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 相談に対し適切な助言、問題解決に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

こどもへの虐
待・性的被害
を防止するた
めの啓発

子どもへの虐待・性的被
害を防止するため、学校
教諭、地区民生・児童委
員、家庭相談員等との連
携を強め、情報を共有し
ます。

連携を図り、情
報を共有するこ
とで迅速な対応
に繋がります。

情報の共有化が
図れるよう個別
支援会議を開催
し、役割分担を
明確にした上で
連携していきま
す。

適切なタイミングで
通告できるよう、具
体的な指標を関係機
関に示します。ま
た、引き続き必要に
応じて個別支援会議
を開催し、情報の共
有を図った上で、よ
り具体的な対応方法
を見出します。

相談に対して適切な助言をし
て、問題解決に努めました。
児童虐待相談件数　274件

児童虐待は、主に育児を担う
女性の、育児疲れに起因する
場合があります。相談対応に
より適切な支援機関へのつな
ぎや環境調整等を行い女性の
権利擁護を図っています。

20

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスを
理解するため
の学習機会の
充実

男女共同参画フォーラム
で女性に対する暴力に関
する講座を設けます。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

28年度開催の
フォーラムで
は、講演いただ
いた講師の方
に、講義の中で
この内容に触れ
ていただくのみ
だったため、
もっと参加者に
理解していただ
けるよう、29年
度開催のフォー
ラムにおいて、
セクハラ・ＤＶ
をテーマとした
内容とすること
を検討します。

男女共同参画フォー
ラムで女性に対する
暴力に関する講座を
設けます。

限られた開催回数のなかで、
講座を設けることはできませ
んでしたが、広報紙等での啓
発を行いました。

19
企
画
課

Ⅰ 1

(

2

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 専門性の強化を図り相談に対応して
いきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 条例等に基づき、100％支援を行うこ
とができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンス、ストー
カー行為や高
齢者虐待の被
害者保護のた
めの住民票の
写し等の交付
制限

被害者等からの申出によ
り、被害者と被害者の同
一の世帯員を加害者の暴
力等から保護するため、
住民票の写し等の交付を
制限します。

加害者からの暴
力を等根絶し、
被害者を守りま
す。

条例等に基づき
支援を行いま
す。

被害者等からの申出
により、被害者と被
害者の同一の世帯員
を加害者からの暴力
等から保護するた
め、住民票等の交付
を制限します。

平成29年度末
支援措置申出者数 202人
併せて支援を受ける者 233人
計 435人

22
市
民
課

Ⅰ 1

(

2

)

②

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスと児童虐
待被害者に対
する相談・支
援

配偶者やパートナーから
の暴力や子どもに対する
暴力等に対応するため、
相談に対して適切な助言
をして、問題の解決を図
ります。

配偶者やパート
ナーからの暴力
や子どもに対す
る暴力を根絶
し、精神的不安
の解消を図りま
す。

相談に対し適切
な助言をし、問
題解決できるよ
う努めてきまし
た。継続して対
応していきま
す。

相談時に必要な社会
資源を提示し、相談
者自身が支援方法を
選択して問題を解決
できるようにしてい
きます。

増加・重篤化する相談に対応
するため、平成29年8月より
家庭相談員を1名増員、12月
より子ども家庭相談員を更に
1名増員しました。
また、相談に対し適切な助言
を行うため県の研修を受講し
て専門性や知識を強化し、相
談者の権利擁護を図りまし
た。

21
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 関係機関と連携を図りながら相談に
対応していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学習指導要領においても、男女共修
を踏まえて行うこととされているた
め、技術・家庭科については、教育
課程においても、男女共修の機会が
組みこまれ、実践、体験的に行なう
ことができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

個人情報の取扱いに留意しな
がら、必要に応じ関係機関と
連携を図り支援を実施し、相
談者の権利擁護を図りまし
た。

24

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

男女共修を通じて、
基礎的・基本的な知
識及び技術の習得等
を通じ、男女の相互
理解、協力の重要性
等を学ぶ機会の充実
を図ります。

学習指導要領においても、男
女共修を踏まえて行うことと
されているめ、技術・家庭科
の授業における男女共修を行
ないました。

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

関係機関との連
携を強化するこ
とにより、配偶
者やパートナー
からの暴力や子
どもに対する暴
力の根絶が期待
できます。

必要時に家庭に
関わり相談に応
じていきました
が、再燃する場
合もみられたた
め、関係機関と
更なる連携強化
を図ります。

家庭からの相談時に
は関係機関と連携す
ることを伝え、更な
る連携強化に努めま
す。

技術・家庭科
の男女共修の
徹底

各学校での技術家庭科の
共修を徹底します。

男女共に、基礎
的・基本的な知
識及び技術の習
得を通して、生
活と技術のかか
わりについて理
解を深め、進ん
で生活を工夫し
創造する能力と
実践的な態度を
育てます。

学習指導要領に
おいても、男女
共修を踏まえて
行うこととされ
ているめ、実践
的・体験的な学
習について、男
女共修を実施す
るよう、技術家
庭科担当教員に
対し、働きかけ
を行ないます。

23

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

③
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

可能な領域や種目での男女共修の機
会を設けるよう働きかけを行ってい
ます。各学校における共修の機会の
情報を共有することで、更なる機会
の共修を広げることができると考え
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学校評議員で3：1、学校支援ボラン
ティアで1：2の男女比の構成です。
特に、学校支援ボランティア活動で
は、女性の参加が各学校等で活動を
支えており、小中学校においては欠
かすことのできないものとなってい
ます。今後も、各学校等へ男女参画
の機会の促進を図っていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ＰＴＡや保護
者に対する男
女共同参画教
育理解への働
きかけ

全教育活動を通した男女
共同参画に関する教育の
実施について、ＰＴＡ・
保護者に理解を得ると共
に、男女共同参画を図り
ます。

父親の保護者会
参加を呼びか
け、父母が協力
して子育てをす
るという意識を
高めます。

PTA役員、学校
評議委員、学校
支援ボランティ
ア等の活動を通
じて、男女共同
参画の機会を得
ており、引き続
き各活動を通じ
た、機会の確保
を推進していき
ます。

全教育活動におい
て、PTA役員、学校評
議委員、学校支援ボ
ランティア等の活動
を得、男女参画の機
会の促進を図ってい
きます。

PTA役員、学校評議委員、学
校支援ボランティア活動など
を通じて、男女共同参画を推
進しました。学校支援ボラン
ティア活動においては、学校
及び地域における安心、安全
といった面に重要な役割を
担っており、男女ともに共同
して、活動を行なうことがで
きました。

26

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

保健体育の男
女共修の促進

保健体育科担当教員に対
し、各学校において可能
な領域や種目で共修を実
践することを働きかけま
す。

運動における競
争や協同の経験
を通し、公正な
態度や進んで規
則を守り互いに
協力して、責任
を果たす態度を
育てます。

各学校におい
て、可能な領域
や種目で、男女
共修の機会を設
け、男女の相違
等を認識し、相
互理解を深めま
す。

可能な領域や種目で
の男女共修の機会を
設けるよう、各学校
に対して働きかけを
行ないます。

可能な領域や種目での男女共
修の機会を設けるよう、各学
校に対して働きかけを行な
い、可能な領域において、実
施できました。その結果、男
女の相違等を認識し、相互理
解を深めることができまし
た。

25

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

教職員の限られた時間を有効に使
い、必要度の高い研修内容について
の機会を設け、受講できる体制を整
えられました。今後も限られた時間
の中で、有効な研修会の機会を設け
ていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

①

教職員が人権に関する正
しい理解と認識を深め、
指導力と資質の向上を図
るため、計画的な研修を
推進します。

全教育活動の中
で、児童生徒一
人一人を大切に
する教育を推進
できるよう、教
育課程を編成し
ます。

夏季休業期間を
利用し、特別支
援教育、道徳、
教育相談等の研
修会を開催し、
教職員の人権に
関する正しい理
解と認識を深
め、今後の指導
力と資質の向上
を図ります。

夏季休業期間を利用
した、特別支援教
育、道徳、教育相談
等の研修会を開催
し、教職員の人権に
関する正しい理解と
認識を深め、今後の
指導力と資質の向上
を図っていきます。

７月から８月にかけて、学校
経営校育相談、道徳、特別支
援に関する講座を７講座開催
し、427名が受講しました。

27

学
校
教
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

教職員に対す
る研修の実施
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

教職員の研修会への講師派遣依頼が
なかったことから、関係部署や関係
機関と連携し情報共有を図ることに
より、講師派遣の活用向上に繋げて
いきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
関係部署・機関と連携し講師派遣の
活用向上に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、寸劇セミナー
を実施することにより、教職
員に対して、男女共同参画の
必要性や重要性について周知
を図ったところです。
しかしながら、教職員の研修
会への講師派遣依頼がなかっ
たことから、研修会への派遣
実績はありませんでした。
寸劇セミナー
11月1日（水）
鴨川市立長狭学園
参加者数89名

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて教職員の研
修会へ講師を派遣しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

小中学校に対
し、本事業につ
いて周知を図
り、活用を促し
ます。

教職員の研修会へ講
師を派遣します。

28
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

寸劇セミナーを実施したことによ
り、教職員や児童・生徒に対して、
男女共同参画の必要性や重要性につ
いての理解を得られることができま
した。
今後についても寸劇セミナーを実施
し、男女共同参画の必要性や重要性
についての継続的な理解が得られる
よう努めていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

教育委員会・各学校へ男女共同参画
に関する資料を提供しました。必要
に応じ資料・情報の提供に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

29
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進

千葉県男女共同参画地域
推進員事業として、中学
校全校生徒を対象とし
て、教職員と共同して寸
劇を実施します。

教職員及び中学
生へ男女共同参
画の必要性、重
要性についての
理解が得られま
す。

教職員へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

各学校へ男女共
同参画に関する
資料を提供した
ことから、引き
続き資料や情報
の提供を行って
いきます。

教職員へ男女共同参
画に関する資料を提
供します。

男女共同参画フォーラムや広
報紙、また、地域女性活躍推
進事業などの資料を提供しま
した。

千葉県男女共同
参画地域推進員
事業として、南
房総地域各市町
担当職員と地域
推進員が協力し
て寸劇セミナー
を実施したこと
から、引き続き
同様の事業実施
に努めます。

千葉県男女共同参画
センター・南房総地
域各市町担当職員・
地域推進員と協力し
て、学校での寸劇セ
ミナーを実施しま
す。

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、鴨川市立長狭
学園（小中一貫校）の児童・
生徒を対象（教職員も含む）
に、千葉県男女共同参画セン
ター・南房総地域の各市町担
当職員・地域推進員が協力
し、寸劇セミナーを実施しま
した。

実施日：11月1日（水）
参加者数：89名

30
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保育園生活において男女を区別する
ことなく保育を実施することができ
た。今後も、男女の区別無く保育を
行い、園児が誰しも平等に活動に参
加し、様々な経験を通し成長を促し
ていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
関係部署や関係機関と連携し情報共
有を図ることにより、講師派遣の活
用向上に繋げていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
関係部署・機関と連携し講師派遣の
活用向上に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

31

こ
ど
も
保
育
課

Ⅰ 2

(

1

)

保育園に対し、
本事業について
周知を図り、活
用を促します。

保育士の研修会へ講
師を派遣します。

情報提供等周知を図りました
が、講師派遣の依頼はありま
せんでした。

保育園の日常生活の中で、並
び順・当番活動など、男女を
区別することのない保育を実
施しました。

32
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

②

保育士への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて保育士の研
修会へ講師を派遣しま
す。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

②

保育園におけ
る男女共同参
画教育の推進

保育園の日常生活の中
で、並び順・当番活動な
ど、男女を区別すること
なく保育します。

保育園での日常
生活を通して、
幼少時から園児
自身が男女平等
の意識を持つよ
うになります。

保育園生活にお
いて引き続き男
女を区別するこ
となく保育を実
施していきま
す。

今後も、これまでど
おり保育園生活にお
いては男女の区別無
く保育を行い、園児
が誰しも平等に活動
に参加し、様々な経
験を通し成長を促し
ていきます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 必要に応じて、資料配布等の情報提
供を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
学習プログラムの開発するまでには
至らず、再度検討いたします。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

33
企
画
課

Ⅰ 2

(

1

)

②

保育士への男
女共同参画学
習の促進

担当者会議や研修会を通し
て、学級での取り組み内容な
どについて情報交換、意見交
換をしました。
家庭教育学級担当者会議
平成29年6月8日　15人
交流集会
平成29年9月15日　40人
研究集会
平成30年2月2日　45人

①

男女共同参画
の視点にたっ
た多様な学習
メニューの設
定

公民館と連携し、公民館
で開催されている学習プ
ログラムを開発するとと
もに、既存の学級講座を
見直し、男女共同参画に
関するテーマを積極的に
取り入れます。

「男女共同」
「男女共同参
画」に関する
テーマを学級講
座に設定し、女
性問題に関する
啓発に努めま
す。

男女共同参画に
関するテーマを
学級講座に取り
入れるための啓
発に努めます。

公民館の家庭教育学
級の担当者会議等を
通じて学級の内容充
実に努めます。

保育士へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

各園へ男女共同
参画に関する資
料を提供したこ
とから、引き続
き資料や情報の
提供を行ってい
きます。

保育士へ男女共同参
画に関する資料を提
供します。

関係部署等に男女共同参画に
関する資料を提供しました。

34

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家庭教育という視点から、男女共同
参画について意識を高めることがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

35

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央子育て学
級の開催

幼児をもった親を対象に
した保育つきの子育て学
級を開催し、家庭教育の
充実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。

公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

男女共同参画
の視点にたっ
た家庭教育学
級・講座の開
催

各公民館で男女共同参画
の視点にたった家庭教育
学級・講座等を開催しま
す。

子育て学習を通
して男女共同参
画の重要性を啓
発することが出
来ます。

家庭教育学級の
活動を通して、
男女共同参画の
啓発に努めま
す。

各公民館で、地区対
象の家庭教育学級・
講座を開催

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

学級生の子育て
に関する学びを
話し合いながら
共に学び合う工
夫に努めていき
ます。

月1回(年間11回)
開催
対象：木一中学区の
就園前の乳幼児を持
つ母親約２０組

季節の行事関連の工作や体験
などの親子活動を通して、学
級生同士の交流や情報交換の
機会を設け共に学びあい仲間
づくりができました。
また、スキンシップを通して
親子の絆が深まりました。毎
回こあらの会の方が講師や保
育で関わっていただきました
ので、絵本の読み聞かせや
様々な活動ができ、親子で楽
しむことができました。開放
的な雰囲気の中で、子育てに
関する様々な話題を話せる場
となっており、男女共同参画
の意識を高めることができま
した。
中央ぽんぽこ学級
5月～3月　11回
参加者数15組30人　延べ164
人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家庭教育という視点から、男女共同
参画について意識を高めることがで
きました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

参加者募集のＰＲ方法の工夫や地域
の就学前の子どもを持つ母親が参加
したい内容の充実が必要であると思
われます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
参加者募集のＰＲ方法の工夫やプロ
グラムの充実に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

従来の「かるがも学級」は参
加者が無く実施しませんでし
たが、年齢層を下げたきしゃ
ぽっぽ広場を実施し、乳幼児
を持つ母親同士の交流ができ
ました。
子ども達も、年齢の近い子ど
も同士の交流を通じ、コミュ
ニケーション能力の発達に寄
与できました。
また、折に触れ子育て情報の
交換や学習ができました。
5月～3月　23回
参加者数9組18人　延べ312人

36

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央家庭教育
学級の開催

小・中学生をもった親を
対象にした家庭教育学級
を開催し、家庭教育の充
実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。

37

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

学級生の子育て
に関する学びを
話し合いながら
共に学び合う工
夫をさらに進
め、自主的な運
営に努めていき
ます。

木一中学区の小中学
生を持つ母親約２０
人を対象に、月1回
(年間11回)の
開催を予定します。

学級生の意見を取り入れなが
ら、学習内容を計画すること
ができました。特に、専門の
先生に2回来ていだき、日頃
の悩みを相談できたことは、
大変良かったと思います。ま
た、学校との繋がりももてま
した。
新規の参加者を増やし、更な
る幅広い内容の学習に努め、
男女共同参画の意識を高めて
いくことができました。
中央おしゃべりたぬき学級
6月～3月　10回
参加者数19人　延べ137人

①

富来田幼児家
庭教育学級の
開催

就学時前の児童を対象
に、子育てに対して悩む
ことなく親同士が気軽に
相談できる支援体制作り
に役立てます。

子育てに関し
て、さまざまな
ことを学ぶこと
により、子育て
に対しての悩み
を解決されるこ
とが期待できま
す。

地元の保育園
等、関係機関と
の連携を模索し
ながら、ＰＲ方
法の工夫とプロ
グラムの充実を
図ります。

親子のコミュニケー
ションや子どもの心
の理解など、主に親
として必要な知識や
心構え等に関する学
習会を開催していき
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
小学校低学年の母親がいないので、
新規学級生の開拓が必要であると思
われます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
小学校低学年を中心に新規学級生の
開拓に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育てに関して学習する機会を設け
るとともに、学区ＰＴＡとの共同事
業を行い、また地域の行事に積極的
に参加することが出来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

38

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

富来田子育て
セミナーの開
催

小・中学生の親として、
子どもにどのように接し
たらよいかを学ぶととも
に、地域全体で子育ての
支援に役立てます。

地元、小・中学
校との連携を図
りながら、地域
全体で子育てを
支援することに
より子育てに対
する悩みを解決
されることが期
待できます。

小学校低学年を
中心に新規学級
生の開拓が必
要。学級生の主
体的な運営を目
指し、ＰＴＡと
の連携も視野に
入れながら学習
内容の充実を図
ります。

富来田家庭教育学級
として、小・中学生
の親を対象に年１０
回程度の学習会を開
催していきます。

いちご学級として実施しまし
た。小学校高学年期・思春期
の発達段階に応じた子育て・
地域の状況について学び、改
めて親の役割・家庭でのあり
方について理解を深めること
が出来ました。また、実習や
体験内容の講座では学級生・
講師ともに相互理解、学級の
活性化につながりました。
(学級７名)テーマにより公開
講座とすることで、学級のＰ
Ｒの機会としました。

5月～3月　8回
参加者数7人　延べ90人

39

岩
根
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学級
の開催

家庭教育学級における学
習を通じて、子どもの人
権や男女平等に関する学
習を行います。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識改革を
促進できます。

子育てに関して
学習する機会を
設けるととも
に、学区ＰＴＡ
との共同事業を
行い、また地域
の行事に積極的
に参加すること
で自主的な活動
の促進を図りま
す。

岩根つくし学級（家
庭教育学級）と岩根
すぎな学級（思春期
家庭教育学級）を開
催します。

さまざまな学習会(つくし学
級年12回・すぎな学級年15
回)を通して、子供の心と身
体について理解したり、学級
生同士の交流を深めたりする
ことが出来た。学習内容に即
した講師の選定をすることが
出来ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
２回ほど父親が一緒に参加したこと
がありましたが、もっと両親が話し
合うきっかけ作りが必要と思われま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
父親が一緒に参加できる学習機会を
設けるよう努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

40

鎌
足
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

子育てに関する
様々な問題課題
について、話し
合い、学習する
機会を設けま
す。

「どんぐり山の親子
くらぶ」を開催しま
す。

図書館司書による読み聞か
せ、子育てをするうえでの子
どもとの距離のとり方などの
学習、リズム体操、てづくり
おもちゃの作り方など、子育
てをする上での経験やスキル
を学びました。
4月～3月 22回実施
参加者数 7組15名
延べ143名
父親の参画が少ない。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

学級生が少なく単独運営が出来ない
など、地域の方に家庭教育の必要性
について理解を得られていないこと
から、更なる啓発活動が必要と思わ
れます。
なお、今後公民館の閉館に伴って活
動は見直す必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｃ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
学級生が少ない中、他の公民館事業
に参加するなど工夫が認められる
が、更なる啓発活動に努めること。
また、公民館の閉館に伴う活動の見
直しを検討すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｃ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

41

金
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

金田浜っ子な
かよしクラブ
の開催

幼・小学生期の母親に対
し、子どもの養育に関す
る情報交換・学習の機会
を設けます。

男女共同参画に
よる活動が促進
されることが期
待できます。

隣接する岩根西
公民館の家庭教
育学級と一緒に
活動したため、
参加学級生につ
いては、地域を
越えた交流・情
報交換が出来た
が、学級生が２
名で単独事業が
行えない状況に
あることから、
地域住民に家庭
教育の必要性を
啓発し、参加者
が増えるよう努
めます。

岩根西公民館の活動
に参加しつつ、参加
者を増やすための活
動を行います。

学級生が２名で単独運営が出
来ないため、隣接する岩根西
公民館主催の家庭教育学級
（なのはな家庭教育学級）の
活動に参加しました。
また、金田小学校を会場に東
京家庭教育研究所から講師を
招き、入学予定の児童の保護
者に対して、家庭教育の必要
性についての講演会を開催し
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 計画通り実施できました。次年度も
開催に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
サークル化できましたが、解散と
なってしまいました。主体的に活動
するサークルの持続ができるかが課
題です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
主体的に活動するサークルについて
課題を踏まえ今後も取り組んでいく
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

42

中
郷
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女相互の理解
を深め、それぞ
れの役割を認識
し合うことによ
り男女共同参画
の促進に繋がる
ことが期待でき
ます。

子育てに関する
様々な問題課題
について、学習
する機会を設
け、父親の積極
的なかかわりを
促します。

「中郷どれみふぁ
キッズ」「親おや講
座」「中郷けやき思
春期学級」を開催し
ます。

中郷どれみふぁキッズを開催
しました。
開催時期：4月～3月
年間開催回数：22回
参加者：11組（親子）

中郷けやき思春期学級を開催
しました。
開催時期：5月～3月
年間開催回数：９回
参加者：16名

親おやCAFÉを開催しました。
開催時期：10月～3月
年間開催回数：４回
参加者：10名

43

文
京
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

第二家庭教育
学級の開催

家庭教育について(保護
者男女問わず)の学習を
深めます。

子育てについ
て、また家庭教
育について、男
女の別なく保護
者としての共通
の理解を深めま
す。

本年度より「み
のりの会」とし
てサークル化

サークル活動を支援
します。

家庭教育学級での学びや仲間
づくりを活かしサークル化を
実現しました。
しかしながら自立したサーク
ル活動は難しく、話し合った
結果中止となりました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

親御さんが日々の子育て充実を目指
して主体的に組織していますが、公
民館主導の運営傾向が高くなってい
ます。今後は参加者自身が企画運営
するような機会を設けます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
参加者自身が企画運営するような学
習機会を設けること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学齢別にきめ細やかな内容の講座を
定期的に実施することにより参加者
の満足度の高い講座を展開すること
ができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

44

文
京
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

家庭教育について(保護
者男女問わず)の学習を
深めます。

子育てについ
て、また家庭教
育について、男
女の別なく保護
者としての共通
の理解を深めま
す。

子育てに関する
問題解決につい
て学習する機会
を設けます。

「にこにこルーム」
「子育て広場カモ
ミール」を開催しま
す。

子育ての疑問や悩みをお互い
に相談したりできる場とな
り、子育て充実の機会や仲間
づくりの機会を提供すること
ができました。

4月～3月にこにこルーム（幼
児の親の学級）
20回実施 約100名参加
5月～3月カモミール（小学生
以上の親の学級）
11回実施 約110名参加

45

八
幡
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題、親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女共同参画の
視点に立った学
習をすることに
よって、意識向
上を促進できま
す。

子育てに関する
様々な問題課題
について、学習
する機会を設け
ます。

「めばえ家庭学級」
「ひばりキッズ」
「ひばり家庭教育学
級」「思春期家庭教
育学級」を開催しま
す。

子どもの年齢別に家庭教育学
級を実施することにより、子
どもの年齢にあった子育ての
情報が得やすい場所の運営に
努めまし　た。実施状況は以
下のとおりです。
「めばえ家庭教育学級」年間
10回実施　延べ参加組数81組
「ひばりキッズ」年間10回実
施　延べ参加組数92組
「ひばり家庭教育学級」年間
10回実施　延べ参加人数144
人「思春期家庭教育学級」年
間10回実施　延べ参加人数86
人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

小中学生のママ講座については、働
き始める母親が多くなる年齢層なの
で、各回講座の内容によって、出席
率にばらつきがあります。また、乳
幼児向けの講座についても、受講生
の入れ替わる時期があるので、参加
に向けての広報活動に力を入れてい
きます。
男女共同参画に関するテーマについ
ても取り入れることとします。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女共同参画に関するテーマについ
て学習機会を設けること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

46

東
清
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題について学習
し、お互いに交流できる
学級を開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

小中学生のママ
講座について
は、これまでの
運営方法に基づ
き、さらにプロ
グラムを検討し
ていきます。
乳幼児の家庭教
育学級について
は、少人数を手
厚く見守る方針
で、講座内容を
検討していきま
す。

小中学生のママ講座
を開催します。

乳幼児家庭教育学級
（野菜作りであそ
ぼ）を開催します。

小中学生のママ講座について
は、16名の受講生を対象に全
10回開催しました。家庭教育
に力を入れたプログラムを計
画しながら、母親同士の話し
合いのネットワークを作るた
めの一助として、受講生たち
の希望する学びの要素を取り
入れていきました。
また、乳幼児向けの家庭教育
学級については、最大で4組
の親子が在籍。保育園に入園
するタイミングで、受講生の
入れ替わりはあるものの、年
間で10回開催しました。元保
育園の園長先生を講師として
迎え、一年間、野菜の苗を育
てることを通じて、収穫した
季節の食材をどのようにして
食べるかなど、食物を取っ掛
かりとした子育ての悩みにつ
いて掘り下げ、母親同士の情
報を話し合いました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
テーマに沿った内容で実施しまし
た。親子活動は引続き実施します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
親子活動における父親の参加の促進
に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

47

清
見
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

たんぽぽ家庭
教育学級の開
催

たんぽぽ家庭教育学級を
開催し、親睦交流活動な
どのイベントで、父親の
参加を求めていきます。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識改革を
促進できます。

29年以降も家庭
の教育力を高め
るために継続。
父親の積極的な
参加を促進しま
す。

家庭教育学級を年間
１０回以上開催しま
す。

清見台小学校・請西小学校・
太田中学校の保護者24名を対
象に、年13回開催しました。
食育についての学習、親子活
動などの活動を通し、男女で
共同して子供を育て、一人一
人の個性を伸ばす教育の大切
さを学ぶことができました。
夏休みの親子活動に父親の参
加をよびかけましたが、平日
開催のため、参加をえること
ができませんでした。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

学級生の減少、出席率の伸び悩み、
主体性の育成等の課題があります
が、そのことを踏まえて、家庭教育
学級を継続していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する視点に立った学習
機会を設けること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

48

畑
沢
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

学習内容の見直
しを行います。

家庭教育学級を年間
１０回以上開催しま
す。

そよかぜ家庭学級を開催し、
学級生の減少等厳しい状況の
中、なんとか3つの班を編成
し、担当班で運営するように
しましたが、出席率が悪く運
営に苦慮しました。各回の事
業内容について、学級生で検
討することで主体性を育みた
いと思いましたが、なかなか
難しいものでした。しかし、
参加した母親同士の交流や学
習には一定の成果がありまし
た。
5月～3月まで　11回開催
学級生15名延べ人数145名参
加
（出席率が70％未満の学習会
が11回中6回、また男女平等
に関するテーマを充分に設定
できませんでした。）
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

参加募集パンフレットの記載内容の
工夫や、乳幼児学級との連携を密に
することで、乳幼児学級卒業生の参
加取り込みや、口コミによる宣伝の
依頼が功を奏し、大幅な参加者増へ
とつながりました。男女平等に関す
るテーマを十分に設定できませんで
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する視点に立った学習
機会を設けること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 計画通り実施できました。次年度も
開催に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

50

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

波岡家庭教育
学級の開催

子育てや家庭教育の諸問
題を父親・母親の役割の
あり方などの視点から学
習する波岡家庭教育学
級・思春期家庭教育学
級・波岡子育て学級を開
催します。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行うこ
とで、家庭内の
子育てや家庭生
活における性別
役割分担意識の
是正に努めま
す。

男女協働参画の
視点を生かした
テーマに取り組
み、男女平等意
識を高めていき
ます。

波岡子育て学級、家
庭教育学級、思春期
家庭教育学級を実施
します。

波岡子育て講座を開催しまし
た。
開催時期：5月～3月
年間開催回数：17回
参加者：16組（親子）

思春期家庭教育学級を開催し
ました。
開催時期：5月～3月
年間開催回数：10回
参加者：35名

49

岩
根
西
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

なのはな家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めるととも
に、前年度の参
加者数を越える
参加人数の確保
に努めます。

募集方法の見直しや
工夫に努めます。

男女共同参画の視点に立った
子育てや家庭内での男女平等
意識を高めるとともに、募集
方法の見直しや学習内容の工
夫に努めることで、前年度の
参加者数を大幅に越える参加
人数の確保ができました。
年間11回開催
（開催日：5月16日・6月20
日・7月11日・8月8日・9月12
日・10月5日・10月17日・11
月14日・12月12日・2月14
日・3月13日）受講生は24名
の応募がありました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ 充分に男女平等に関するテーマを設
定する事ができませんでした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する視点に立った学習
機会を設けること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

51

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

系統的な学
習・講座の実
施

年間事業計画に基づく学
級講座において男女平等
に関する学習の視点を取
り入れます。

男性・女性それ
ぞれの権利につ
いての理解を深
めます。

各講座の中で、
男女平等に関す
る学習の視点を
入れたテーマを
設定するよう努
力しました。

波岡市民講座を実施
します。

波岡防災講座を開催しまし
た。
開催時期：6月～1月
年間開催回数：7回
参加者：10名
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ テーマに沿った内容で実施すること
ができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
こあらの会の例会に参加し、保育を
めぐる課題に対して助言し、研修活
動に対して資料を提供するなどの協
力をしました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

52

桜
井
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

「桜井親子家
庭教育学級」
の開催

幼児期の子を持つ親を対
象にした家庭教育学級を
開催し、家庭教育の充実
を図ります。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

男女共同参画の
テーマに取り組
めるよう、内容
について配慮し
たい。

家庭教育学級として
は親子家庭教育学級
のほかにも真舟小学
校家庭教育学級、思
春期家庭教育学級を
実施します。

様々な活動を通じて、地域の
大人と若年子育て世代を結び
つけながら女性の社会参画を
推進することができました。
4月～3月まで13回開催
親子16組　延べ人数381名参
加

社会教育施設で開催する
各種学級講座の保育活動
を実施し、子育て中の保
護者が安心して学ぶこと
ができる環境を整備しま
す。

社会教育施設に
おいて、保育つ
き学級や講座を
充実させること
により、保育者
に学習機会を提
供することがで
きます。

保育ボランティ
アグループと連
携し人材育成に
努めます。

保育ボランティアグ
ループの活動に協力
し、求めに応じて助
言します。

保育ボランティアグループの
活動に協力し、求めに応じて
助言しました。

53

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
こあらの会の例会に参加し、ボラン
ティア活動が円滑にいくよう助言に
努めました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
保育ボランティア養成に特化しない
ことで、参加者層が広がりました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

54

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

保育ボランティ
ア講座の内容を
さらに充実する
よう努めます。

保育ボランティア入
門講座に、多様化す
る子育ての課題を
テーマとして取り入
れます。

保育ボランティア入門講座
に、多様化する子育ての課題
をテーマとして取り入れまし
た。
11月17日 8人
12月15日 8人
1月11日 10人
1月19日 9人
計４回実施

保育ボランティアグループの
活動に協力し、保育を依頼す
る側との関係調整に努めまし
た。

55

生
涯
学
習
課

2Ⅰ

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

保育グループ活動の充実
を支援し、保育ボラン
ティア養成講座の開催に
より保育ボランティアの
担い手づくりを図りま
す。

多様化する子育
て環境の中で、
地域ぐるみで支
える仕組みづく
りをを支援する
ことができま
す。

①

保育つき学
級・講座の充
実

各公民館で開催する各種
学級・講座の保育活動を
実施し、学びやすい学習
環境を整えます。

各公民館の保育
つき学級や講座
を充実させるこ
とにより、子育
て中の女性に学
習機会を提供す
ることができま
す。

保育グループこ
あらの会との連
携を強化しま
す。

保育グループこあら
の会の活動に協力
し、求めに応じて助
言します。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
学級生自身の発表の機会を作ること
で、主体的な学級運営の一助となり
ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係各課等間の情報交換の機会とし
て有効に活用することができまし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

56

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭教育学級
のリーダー養
成及び事業の
充実

家庭教育支援に
関する情報共有
を推進させると
ともに、さらに
効率的な啓発活
動に努めます。

家庭教育推進協議会
を開催し、家庭教育
支援に係る情報交
換、啓発活動を行い
ます。

家庭教育推進協議会
平成29年7月6日、9月27日、1
月30日の計3回開催し、家庭
教育支援に係る情報交換、
ノーテレビ・ノーゲーム啓発
活動を行いました。
委員は関係課職員、主任児童
委員や保育ボランティア団体
代表など９名です。②

家庭教育推進
協議会の充実

子育て支援の充実を目指
し、子育ての悩みや疑問
の解決を図るため、家庭
教育のあり方について啓
発活動を推進します。

家庭教育に関す
る諸機関が協力
することによ
り、家庭教育に
関する情報が網
羅的に手に入り
ます。

市内各家庭教育学級にお
いて、運営組織の充実化
をめざし、学級のリー
ダー養成に努めるととも
に、運営スタッフの研修
活動を充実させます。

市民が家庭教育
学級を通して、
家庭･地域･事業
所内に根強く残
る性的役割分担
の弊害を学ぶこ
とができ、男女
が共に参画でき
るような働きか
けができます。

市内家庭教育学
級の担当者等を
対象にした研修
の充実に努めま
す。

家庭教育学級の担当
者、学級生の研修会
を開催します。

家庭教育学級担当者会議
平成29年6月8日　15人
交流集会
平成29年9月15日　40人
軽スポーツ交流会
平成29年10月5日　73人
研究集会
平成30年2月2日　45人

57

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保育園においては「園だより」「ク
ラス便り」や行事「運動会・保育参
観・保育参加・個人面談等」の保護
者が参加する行事の中で、協働した
子育てを理解してもらえるよう啓発
を実施していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
市広報紙の掲載内容を工夫し、わか
り表現で啓発するよう取り組みま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

Ⅰ 2

(

2

)

②

男女共同参画
教育の家庭へ
の働きかけ

園児の保護者に対して、
「園だより」や行事「運
動会・保育参観等」の機
会に、協働した子育てを
理解してもらえるよう啓
発します。

保護者が子育て
や家庭生活を通
して、自然に男
女平等の必要性
について、意識
するようになり
ます。

58

こ
ど
も
保
育
課

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女共同参画の
視点に立った意
識の変革につな
がります。

男女共同参画紙
に記事を掲載し
たことから、引
き続き掲載する
ことと、内容を
精査して分かり
やすい表現とす
ることに努めま
す。

男女共同参画紙に、
分かりやすい表現で
啓発記事を掲載しま
す。

市広報紙には紙面の都合によ
り、多くは掲載できませんで
したが、関連した各種情報を
資料掲示等により提供しまし
た。

引き続き、園だ
より、行事等を
通じ啓発活動を
実施していきま
す。

園児の保護者に対し
て、「園だより」
「クラス便り」や行
事「運動会・保育参
観・保育参加・個人
面談等」の保護者が
参加する行事の中
で、協働した子育て
を理解してもらえる
よう啓発します。

園児の保護者に対して、「園
だより」「クラス便り」や行
事「運動会・保育参観・保育
参加・個人面談等」の保護者
が参加する行事の中で、協働
した子育てを理解してもらえ
るよう啓発を実施しました。

59
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭における
男性の共同参
画の促進
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
市広報紙の掲載内容を工夫し、わか
り表現で啓発するよう取り組みま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムや研修会において情報提
供しました。チラシについてはわか
りやすい内容のものを検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

60
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

市広報紙には紙面の都合によ
り、多くは掲載できませんで
したが、関連した各種情報を
資料掲示等により提供しまし
た。

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

男女共同参画フォーラムや職
員研修会において情報提供し
ました。チラシは希望者に配
布したため十分とはいきませ
んでした。見やすくわかりや
すいチラシの作成を検討しま
す。

②

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。

男女共同参画紙
に記事を掲載し
たことから、引
き続き掲載する
ことと、内容を
精査して分かり
やすい表現とす
ることに努めま
す。

男女共同参画紙に、
分かりやすい表現で
啓発記事を掲載しま
す。

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

各種研修会で相談窓口を
周知します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。

61
企
画
課

Ⅰ 2

(

2

)

②
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムの内容について、更なる
充実と周知に努め、参加者数の増加
につなげていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 準備を早めに進め男女共同参画週間
内でのフォーラム開催に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画週
間に第１回男女
共同参画フォー
ラムを開催した
ことから、同様
の時期に開催を
図ります。

男女共同参画週間期
間中に男女共同参画
フォーラムを開催し
ます。

男女共同参画週間期間中に、
男女共同参画フォーラムを開
催しました。
6月25日（日）
イオンモール木更津
50人

男女共同参画
フォーラムを３
回開催したこと
から、引き続き
３回開催し、内
容の更なる充実
と、開催につい
ての一層の周知
を図り、参加者
数の増加につな
げます。

「男女共同参画
フォーラム」を３回
開催します。

「男女共同参画フォーラム」
を年３回開催しました。参加
者数は昨年度計164人より増
加しました。
参加者数計:189人
第1回フォーラム
　講師　佐久間レイさん
　（声優・歌手・脚本家）
　イオンモール木更津
　6月25日　50人
第2回フォーラム
　講師　福田有理さん
　（県職員）
　木更津市役所朝日庁舎
　8月30日　90人（職員研
修）
第3回フォーラム
　講師　西山恵美子さん
　（国立女性教育会館客員研究

員）

　イオンモール木更津
　3月11日　49人

「男女共同参画フォーラ
ム」を開催します。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

62
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

「男女共同参
画フォーラ
ム」の開催

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。

63
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画フォーラム
のうち1回を男女共同参
画週間期間中に開催しま
す。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 早めに準備を進め、６月の男女共同
参画情報紙の発行に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

各市のマスコットキャラクターによ
る集客力が大きかったことから、引
き続きマスコットキャラクターなど
を活用し、男女共同参画に係る事業
についての周知を図っていきます。
また、出前講座を実施するにあた
り、参加しやすいテーマ設定や来場
しやすい会場選定等にも配慮してい
きます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画週
間の属する６月
に、男女共同参
画情報紙を発行
したことから、
同様の時期に発
行を図ります。

男女共同参画週間の
属する６月に男女共
同参画情報紙を発行
します。

男女共同参画週間のある６月
に「広報きさらづ６月号」で
男女共同参画情報紙「デュ
エット」を発行しました。
配布数：50,000部

本事業について
周知を図り、活
用を促します。

求めに応じて、研修
会・講習会等へ職員
を講師として派遣し
ます。

千葉県男女共同参画地域推進
事業として、イオンモール木
更津出前事業「南房総ふれあ
いフェスタ～ワーク・ライ
フ・バランスでFamily Life
を楽しもう！～」を開催いた
しました。
実施日
12月3日（日）
参加者数
89名
来場者のアンケート回答者数
117名（うち女性86名）

64
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画週間の属す
る6月に男女共同参画情
報紙（広報きさらづ折り
込み）を発行します。

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。

男女共同参画
に関する出前
講座の実施

求めに応じて、研修会・
講習会等へ職員を講師と
して派遣します。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

65
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
随時啓発資料の提供を行いました。
必要に応じ資料配布等の情報提供を
行っていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
研修に取り入れ開催しました。職員
の年代層も検討し研修に取り入れる
よう依頼します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

職員研修の１コ
マに、男女共同
参画に関する研
修を入れるよう
依頼し、実施さ
れましたので、
引き続き依頼し
ます。

職員研修の１コマ
に、男女共同参画に
関する研修を入れる
よう依頼します。

新規採用職員向け研修におい
て、男女共同参画に関する研
修を取り入れ、意識高揚を図
りました。
5月8日　21名
5月9日　21名

啓発資料の積極
的な収集に努
め、随時庁内に
提供します。

庁内へ啓発資料を提
供します。

随時、庁内へ啓発資料の提供
を行いました。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

庁内へ啓発資料を提供し
ます。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

67
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ

職員研修の1コマに、男
女共同参画に関する研修
を入れるよう依頼しま
す。

66
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
全国会議、他自治体の事業開催を周
知しました。周知方法等についても
検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
市広報紙への掲載内容を工夫すると
ともに情報提供等の啓発に取り組み
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

68
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

国・県・他自
治体の啓発事
業等への参加
促進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

69
企
画
課

Ⅰ 3 ②

(

1

)

人権保障に関
する条例・法
令等の広報

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

人権保障につい
ての理解が得ら
れます。

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙
への掲載に努め、情
報紙以外の方法によ
る情報提供も実施し
ます。

紙面の都合により、市広報紙
に多くは記載できませんでし
たが、関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。

男女共同参画全
国会議（内閣府
主催）等、県・
他自治体主催の
男女共同参画研
修会などの周知
と参加を促した
ことから、引き
続き周知・参加
を促進します。

男女共同参画全国会
議（内閣府主催）、
他自治体等の男女共
同参画啓発事業開催
を周知し、参加を促
進します。

男女共同参画全国会議（内閣
府主催）、他自治体等の男女
共同参画啓発事業開催を周知
し、参加を促進しました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
講座のテーマとしては設けられませ
んでしたが、毎年ではないが盛り込
むよう検討いたします。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
毎年でなくても講座に盛り込むなど
討すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 統計資料の収集を行いました
情報についての整理も検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

(

2

)

①

各種統計資料
の収集

国・県・市の統計資料の
収集を随時行います。

本市の男女共同
参画施策を進め
る上での参考と
なります。

70
企
画
課

Ⅰ 3

(

1

)

②

女性に関わる
法制度につい
ての研修会の
開催

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

女性に関わる法
制度についての
理解が得られま
す。

71
企
画
課

Ⅰ 3

28年度開催の
フォーラムで
は、講演いただ
いた講師の方
に、講義の中で
この内容に触れ
ていただくのみ
だったため、
もっと参加者に
理解していただ
けるよう、29年
度開催のフォー
ラムにおいて、
女性に関わる法
制度をテーマと
した内容とする
ことを検討しま
す。

男女共同参画フォー
ラムで女性に関わる
法制度に関する講座
を設けます。

講演テーマについて検討を
行ったところですが、限られ
た開催回数のなかで、講座を
設けることはできませんでし
たが、講義の中で内容に触れ
ていただきました。

国、県、市の統
計資料の収集を
随時行います。

国、県、市の統計資
料の収集に努めま
す。

国、県、市の統計資料の収集
を随時行いました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 担当者会議に出席し情報交換を行い
ました。積極的な参加に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

　地域推進員会議に出席し、情報収
集に努めることができました。会議
やセミナーなどに出席し、情報収集
に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

72
企
画
課

Ⅰ

(

2

)

3

あらゆる機会
を使っての情
報収集

ちば男女共同参画行政担
当者連絡会議に出席しま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

①

73
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

国・県主催事業等に出席
し、情報収集します。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

可能なかぎり地
域推進員会議等
に出席し、情報
収集に努めまし
たが、やむを得
ず欠席した会議
等があったた
め、極力出席し
情報収集しま
す。

地域推進員会議等に
出席するとともに、
国・県主催事業への
出席に努めます。

　千葉県男女共同参画地域推
進員会議が10回開催された
が、そのうち8回出席しまし
た。
また地域推進員事業として、
寸劇セミナーなどにも参加
し、より一層の情報収集に努
めました。

ちば男女共同参
画行政担当者連
絡会議に出席
し、情報交換・
情報収集をする
ことができまし
たので、積極的
な参加に努めま
す。

ちば男女共同参画行
政担当者連絡会議に
出席し、男女共同参
画に関することにつ
いて、他市および県
との情報交換に努め
ます。

ちば男女共同参画行政担当者
連絡会議に出席し、男女共同
参画に関することについて、
他市および県との情報交換を
行いました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
必要に応じ情報交換に取組みまし
た。定期的なホームページ閲覧など
を通じ情報収集に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女共同参画情報紙を市広報紙の中
に掲載し発行しました。記事の構
成・内容の工夫に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

74
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

あらゆる機会を使って他
自治体と情報交換をしま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

75
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

男女共同参画
情報紙の発行

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）を
発行します。

各戸配布するこ
とにより、広く
市民へ男女共同
参画の必要性、
重要性について
の理解が得られ
ます。

男女共同参画情
報紙「デュエッ
ト」を発行を継
続します。

男女共同参画情報紙
を発行します。

「広報きさらづ６月号」で男
女共同参画情報紙「デュエッ
ト」を発行しました。
配布数：50,000部

ホームページな
どから他自治体
の情報を収集
し、電話による
情報交換をしま
したので、引続
き実施します。

他自治体のホーム
ページや情報誌等を
閲覧し、情報収集に
努めるとともに、電
話等による情報交換
も継続します。

ホームページの閲覧や電話に
よる情報交換など、必要に応
じて実施しました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女共同参画施策をホームページに
掲載しました。ホームページの積極
的な活用に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ 委員の選出にあたり女性委員の更な
る比率の向上に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
本計画から目標値を平均1/3以上から
40％以上に引き上げたので「指針」
の改正をするとともに更なる取組の
推進を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

76
企
画
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

「広報きさら
づ」及び市
ホームページ
等の積極的な
活用

ホームページへ男女共同
参画施策を掲載します。

本市の男女共同
参画施策や事業
等を広く市民へ
周知することが
できます。

77

職
員
課
（

各
課
）

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等にお
ける女性委員
の構成比率の
拡大

女性の意見を政策や方針
に反映させる必要がある
ことから、「附属機関等
の委員の選任等指針」に
基づく委員選出の促進を
図り、審議会等における
女性委員の構成比を高め
ます。

男女共同参画の
実現を図るため
には、女性が参
画できる環境づ
くりが重要であ
り、審議会等に
おける女性委員
の構成比を高め
ることにより男
女共同参画実現
への環境づくり
に繋がります。

市ホームページ
への男女共同参
画施策を掲載を
継続します。

ホームページへ男女
共同参画施策を掲載
し、啓発に努めま
す。

木更津市男女共同参画計画を
ホームページに掲載し、施策
の周知に努めました。

全体の審議会等
委員数に占める
女性委員の割合
を４０％以上に
します。

全体の審議会等委員
数に占める女性委員
の割合を４０％以上
にします。

様式２に記載

平成29年度審議会等における
女性委員の比率は　28.2％
  男性委員517人
  女性委員203人

43



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 委員の選出にあたり女性委員の更な
る比率の向上に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
専門性のある委員については、公募
がなじまない面が多々ありますが、
更に実施するよう取り組みます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
実施可能な審議会等委員の公募から
取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

78
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

女性委員を委
嘱している審
議会の増加

女性委員を委嘱している
審議会の増加を図りま
す。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

79
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等委員
の公募の実施

審議会等委員の公募を実
施します。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

審議会等委員の
公募を実施しま
す。

審議会等委員の公募
を実施します。

様式２に記載

審議会等委員の公募を実施し
ている割合　51.9%
　審議会等　52
　うち公募を実施　27

女性委員を委嘱
している審議会
の増加を図りま
す。

女性委員を委嘱して
いる審議会の増加を
図ります。

様式２に記載

女性委員を委嘱している審議
会等の割合　84.6%
　審議会等　52
　うち女性委員を委嘱　44

44



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙の紙面の構成を工夫します。
情報提供等による啓発に取り組みま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
職員研修会においては情報提供等し
ましたが、民間企業等への必要な情
報提供の方法について検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
民間企業等への情報提供の方法、内
容について検討すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

80
企
画
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
登用促進に関する記事を
掲載します。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

81
企
画
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画に関する研
修会・講習会等で、求め
に応じて女性の登用につ
いての働きかけをしま
す。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

女性登用の働き
かけについての
依頼はありませ
んでしたが、必
要性・重要性等
について検討
し、依頼があっ
た際には適切に
対応できるよう
準備します。

研修会・講演会等に
おいて女性の登用促
進について周知しま
す。また、民間企
業・団体に対して女
性の登用を促す働き
かけをします。

職員研修会において、女性登
用についての現状等について
情報提供しました。
職員研修会
5月8日・9日　各21名
8月30日　90名
民間企業等へ女性の登用につ
いての働きかけについては、
国作成のチラシを掲示するな
どしていますが十分とはいえ
ません。女性活躍推進法に基
づく行動計画策定など情報提
供が必要です。

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙
への掲載に努め、情
報紙以外の方法によ
る情報提供も実施し
ます。

情報紙に記事を一部掲載しま
した。関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
商工業における関係団体の女性の活
動の強化及び各種行事イベントへの
積極的な女性参加のための指導・協
力を図るよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
家族経営協定締結セミナーへの参加
を促進し、調印を推進すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

82

産
業
振
興
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画促進

商工業における関係団体
の女性の活動の強化及び
各種行事イベントへの積
極的な女性参加のための
指導・協力を図ります。

女性の方針決定
の場への参画促
進が期待されま
す。

83

農
林
水
産
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画の促進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

引き続き、商工
業における関係
団体の女性の活
動の強化及び各
種行事イベント
への積極的な女
性参加のための
指導・協力を図
るよう努めま
す。

商工業における関係
団体の女性の活動の
強化及び各種行事イ
ベントへの積極的な
女性参加のための指
導・協力を図りま
す。

男女の別なく、商工業におけ
る関係団体の女性の活動の強
化、各種行事イベントへの参
加のための指導・協力に努め
ました。

家族経営協定の
周知を図り、家
族経営協定締結
セミナーへの参
加を促します。

家族経営協定締結セ
ミナーへの参加を促
進し、調印を推進し
ます。

家族経営協定の締結につい
て、平成29年度中の締結はな
く、協定締結数は合計で26件
です。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
緩やかではあるが、管理職候補の5級
職以上の女性の割合は増加していま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
今後も人材育成を行いながら積極的
登用を図ること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

木更津市における女性教諭対象の研
修会を継続的に開催し、女性教職員
への啓発を行いました。その結果、
教職員においての意識の向上が図ら
れ、女性管理職の積極的な登用につ
ながっています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

84
職
員
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

市女性職員の
管理・監督者
への人材育
成・積極的登
用

市女性職員の管理・監督
者への人材育成・積極的
登用を図ります。昇格基
準(平均的在級年数)を満
たす職員については、自
己申告や勤務評定による
上司の評価、仕事に対す
る知識・技術、部下の把
握・育成能力、対外的折
衝能力、問題解決能力等
の優れたものは積極的に
登用していきます。

市女性職員の管
理・監督者への
人材育成・積極
的登用を図るこ
とにより、男女
共同意識を醸成
することによる
職場の活性化
や、市民サービ
スの向上等に寄
与します。

85

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

女性教職員のための研修
会を開催します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

木更津市におけ
る女性教諭対象
の研修会を６
月、２月に各１
回開催し、６月
は１８名、２月
は１１名、延べ
２９名の参加を
得、人材育成に
努めました。

木更津市における女
性教諭対象の研修会
を６月、２月に各１
回開催し、人材育成
に努め、女性管理職
への登用を働きかけ
ます。

木更津市における女性教諭対
象の研修会を6月、2月に各1
回開催し、6月は20名、2月は
20名、延べ40名の参加を得、
人材育成に努めました。

全体の職員数の
男女の割合が2
倍以上差があ
り、更に50歳以
上の男女の割合
がおよそ3倍あ
るため、単純に
女性管理職の割
合を増やすこと
だけに特化せず
能力も重視しま
す。

平成28年度から管理
職候補の5級職以上の
女性の割合は増加傾
向にあり、今後も能
力の優れたものの登
用を継続します。

平成29年度において管理職候
補の5級職以上の女性の割合
は増加しており、事業計画目
標に近づいています。今後も
人事評価制度や自己申告を用
い人材育成を行いながら、積
極的に登用していきます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

木更津市内だけでなく、君津地方に
おける女性教諭対象の研修会を継続
的に開催し、女性教職員への啓発を
行いました。その結果、女性教職員
の意識の向上が図られ、女性管理職
の積極的な登用につながっていま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
企画・運営を婦人のつどいの会員と
共に行ない、充実した内容のセミ
ナーとなりました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

86

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

管理職研修会を開催し、
女性の参加を積極的に促
します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

87

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

女性リーダー
育成のための
講座の開設

木更津市主催及び共催事
業として、木更津市女性
生活セミナーや女性の社
会参加活動促進事業を実
施し、女性の社会参加の
あり方についての研修活
動を実施します。

市主催・共催に
より女性の社会
参加促進に関す
ることによっ
て、女性の能力
を高め、女性
リーダーの育成
となります。

女性団体と連携
し、研修活動の
充実に努めま
す。

女性団体と共催し、
女性生活セミナーを
開催します。

婦人のつどいとの共催で平成
30年3月29日女性生活セミ
ナーを実施しました。当日は
91名の参加がありました。

君津地方におけ
る女性管理職教
諭を対象に研修
会を７月、１２
月に各１回、８
月に２回開催
し、人材育成に
努めました。

君津地方における女
性管理職教諭を対象
に研修会を７月、１
２月に各１回、８月
に２回開催し、女性
教職員の参加を積極
的に促し、人材育成
に努めます。

君津地方における女性管理職
教諭を対象に研修会を7月、
12月に各1回、8月に2回開催
し、人材育成に努めました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
国・県・他自治体主催事業開催を周
知しました。随時情報提供に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
適正な情報発信ができました。今後
も国県等の実施する各種事業の情報
の情実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

88
企
画
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加促
進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

89

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加

国・県及び他市町村が実
施する女性エンパワーメ
ントのための各種事業に
ついて、啓発活動を実施
するとともに、事業への
市民の参加を促します。

国や自治体など
が実施する女性
指導者育成事業
への参加によ
り、助成のエン
パワーメントが
図られます。

男女共同参画全
国会議（内閣府
主催）等、県・
他自治体主催の
男女共同参画研
修会などの周知
と参加を促しま
したので、引続
き周知します。

男女共同参画社会づ
くりに向けての全国
会議(内閣府主催)等
の国・県・他自治体
主催事業開催を引続
き周知し、参加を促
進します。

男女共同参画社会づくりに向
けての全国会議(内閣府主催)
や国・県・他自治体主催事業
開催をポスター掲示、パンフ
レット配布などで周知しまし
た。

国・県等が実施
する事業の情報
発信に努めまし
た。

国・県等が実施する
各種事業について情
報発信に努め、参加
について働きかけま
す。

国・県等が実施する各種事業
について、公民館などにチラ
シを配布するなど情報発信に
努めました。

49



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
婦人のつどいと連携・協力し女性生
活セミナーを企画・運営することが
できました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

フォーラムの運営等は事務局主体の
ため、人材の発掘まではいたってい
ません。運営方法等についても検討
をします。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
運営方法等についても検討をするこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

90

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

②

女性団体活動
への支援

社会教育活動の一層の充
実を図り、各種事業を円
滑に執行するため、女性
団体の求めに応じ支援活
動を実施します。

女性団体の活動
を支援すること
によって、女性
一人ひとりの自
立した生き方や
自発的な団体活
動が期待され、
女性の社会参加
が推進されま
す。

91
企
画
課

Ⅱ 1

(

2

)

③

女性の人材発
掘の推進

男女共同参画フォーラム
の運営等を通じて情報収
集し、適切な人材を発掘
します。

広く、女性の人
材発掘ができま
す。

男女共同参画
フォーラムの運
営を通じて情報
収集し、人材の
発掘に努めたの
で、引続き情報
収集します。

男女共同参画フォー
ラムの運営等を通じ
て情報収集し、人材
の発掘に努めます。

男女共同参画フォーラムの運
営等を通じて、情報収集を行
いましたが、運営等は事務局
主体のため人材の発掘までは
いたっていません。

女性団体との話
し合いの機会を
多く設け、目的
の共有化に努め
ました。

木更津市婦人のつど
いと共催で女性生活
セミナーを開催しま
す。

木更津市婦人のつどいと共催
で女性生活セミナーを平成30
年3月29日に開催し、当日は
91人の参加がありました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関から情報提供があった際
は、速やかに広報誌またはホーム
ページを使い、更なる普及啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関・団体との連携を図るとと
もに、適宜、各広報媒体の利用、関
係資料の掲示等により普及啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

92

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

①

労働基準法、
男女雇用機会
均等法、育
児・介護休業
法、パートタ
イマー労働法
等についての
普及啓発

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

93

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

①

関係機関・団
体との連携に
よる男女の均
等な雇用機会
等の確保に向
けた啓発の促
進

市の広報市・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

引き続き、市広
報紙、ホーム
ページ等を活用
し、普及啓発に
努めます。

市の広報市・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示によ
り、労働基準法・男
女雇用機会均等法・
育児介護法・パート
タイマー労働法等に
ついての普及啓発を
行います。

市の広報紙・ホームページ等
への関係資料の掲載、パンフ
レット等の窓口備付など普及
活動を行いました。

関係機関から情
報提供があった
際は、速やかに
広報紙または
ホームページを
使い、更なる普
及啓発に努めま
す。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示によ
り、労働基準法・男
女雇用機会均等法・
育児介護法・パート
タイマー労働法等に
ついての普及啓発を
行います。

市の広報紙・ホームページ等
への関係資料の掲載、パンフ
レット等の窓口備付など普及
活動を行いました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
家族経営協定締結セミナーへの参加
を促進し、調印を推進すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関・団体との連携を図るとと
もに、適宜、各広報媒体の利用、関
係資料の掲示等により普及啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

94

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

95

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示にを行います。

女性の経営・労
働環境の向上が
図られ、女性の
能力開発及び経
営参画の促進が
図られます。

家族経営協定の
周知を図り、家
族経営協定締結
セミナーへの参
加を促します。

家族経営協定締結セ
ミナーへの参加を促
進し、調印を推進し
ます。

家族経営協定の締結につい
て、平成29年度中の締結はな
く、協定締結数は合計で26件
です。

引き続き、市広
報紙、ホーム
ページ等を活用
し、普及啓発に
努めます。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示を行い
ます。

市の広報紙・ホームページ等
への関係資料の掲載、パンフ
レット等の窓口備付など普及
活動を行いました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関・団体との連携を図るとと
もに、適宜、各広報媒体の利用、関
係資料の掲示等により普及啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

96

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

②

君津農業事務所(県)の行
う女性向けのセミナー等
の活用を推進します。

女性の技術・経
営管理能力の向
上や女性起業家
の育成が図られ
ます。

97

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

国・県及び木更津商工会
議所等関係団体の研修
会・講習会等の開催情報
を収集し、市の広報紙・
ホームページの活用及び
関係資料の掲示により、
関係情報の提供を行いま
す。

女性の技術・経
営管理能力の向
上が図られ、女
性の能力開発及
び経営参画の促
進が図られま
す。

引き続き、市広
報紙、ホーム
ページ等を活用
し、普及啓発に
努めます。

国・県及び木更津商
工会議所等関係団体
の研修会・講習会等
の開催情報を収集
し、市の広報紙・
ホームページの活用
及び関係資料の掲示
により、関係情報の
提供を行います。

国や県を始めとする関係団体
等の研修会・講習会等の開催
情報を収集し、市の広報紙・
ホームページへの関係資料の
掲載、パンフレット等の窓口
備付など普及活動を行いまし
た。

女性向けセミ
ナー等の周知を
図ります。

君津農業事務所(県)
の行う女性向けのセ
ミナー等の活用を推
進します。

平成12年度に設立されたきみ
つ４市起業家ネット（君津農
業事務所所管）研修会や君津
地域いきいき交流会や女性農
業者スキルアップ視察研修
会、ちば県女性農業者ネット
ワークに参加しました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
商工業における関係団体の女性の活
動の強化及び各種行事イベントへの
積極的な女性参加のための指導・協
力を図るよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

98

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

農山漁村男女共同参画
フォーラムの参加を推進
し、経営参画を促進しま
す。

女性起業家の育
成が図られま
す。

99

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

木更津商工会議所女性部
との情報交換を行うこと
により、団体の強化を図
り、女性の経営参画を促
進します。

女性の経営参画
の促進が期待さ
れます。

木更津商工会議
所女性部との連
携が、総会にお
ける情報交換の
みであったた
め、更なる連携
について検討し
ます。

木更津商工会議所女
性部との情報交換を
行うことにより、団
体の強化を図り、女
性の経営参画を促進
します。

男女の別なく、商工業におけ
る関係団体の女性の活動の強
化、各種行事イベントへの参
加のための指導・協力に努め
ました。

女性向けセミ
ナー等の周知を
図ります。

君津農業事務所(県)
の行う女性向けのセ
ミナー等の活用を推
進します。

平成12年度に設立されたきみ
つ４市起業家ネット（君津農
業事務所所管）研修会や君津
地域いきいき交流会や女性農
業者スキルアップ視察研修
会、ちば県女性農業者ネット
ワークに参加しました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関と連携し、女性の共同参画
の場を設け今後も積極的に推進して
いきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
ネットワークの支援については、君
津農業事務所（県）と連携し、今後
も積極的に推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
ネットワーク化の支援について積極
的に推進すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

100

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

関係機関と連携し、女性
の共同参画の場を設け、
推進を図ります。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

101

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

女性組織(ＪＡ女性部・
漁協婦人部・君津農業事
務所等)と協力し、ネッ
トワークの準備を支援し
ます。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

女性の共同参画
の場を設け、周
知を図ります。

関係機関と連携し、
女性の共同参画の場
を設け、推進を図り
ます。

平成12年度に設立されたきみ
つ４市起業家ネット（君津農
業事務所所管）研修会や君津
地域いきいき交流会や女性農
業者スキルアップ視察研修
会、ちば県女性農業者ネット
ワークに参加しました。

ネットワークの
準備を支援しま
す。

女性組織(ＪＡ女性
部・漁協婦人部・君
津農業事務所等)と協
力し、ネットワーク
の準備を支援しま
す。

君津農業事務所（県）と連携
して女性の経営参画に繋がる
研修会を開催し、女性組織の
ネットワーク化を図るための
準備を支援しました。

55



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 女性認定農業者については、今後も
積極的に推進していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
関係機関・団体との連携を図るとと
もに、適宜、各広報媒体の利用、関
係資料の掲示等により普及啓発に努
めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

102

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

認定農業者制
度の周知と支
援推進

関係機関と連携し認定農
業者制度を普及し、女性
認定農業者の認定を推進
します。

女性認定農業者
の普及及び推進
が図られ、女性
の経営参画の促
進につながりま
す。

103

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

関係機関・団
体との連携に
よる再就職希
望者等の就労
に関する情報
の収集・提供

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示を行います。

男女とも就労環
境の改善が図ら
れます。

引き続き、市広
報紙、ホーム
ページ等を活用
し、普及啓発に
努めます。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示を行い
ます。

市の広報紙・ホームページ等
への関係資料の掲載、パンフ
レット等の窓口備付など普及
活動を行いました。

認定農業制度の
周知を図り、女
性認定農業者の
認定を促しま
す。

関係機関と連携し認
定農業者制度を普及
し、女性認定農業者
の認定を推進しま
す。

女性の認定農業者と新規認定
農業者をそれぞれ１名ずつ、
計２名認定しました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
中小企業融資対策事業を推進し、経
営の安定化が図られるよう努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 同事業を継続実施することで、福利
厚生環境を整えるよう努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

104

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

中小企業資金
融資対策事業
の推進

男女とも経営において経
済的に安定的な経営が行
えるように、中小企業資
金融資対策事業を推進し
ます。

男女とも経営に
おいて経済的に
安定的な運営が
図られます。

105

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

勤労者退職金
等共催掛金補
助金交付事業
の推進

国の退職金制度の加入促
進のため、市が加入者を
有する事業者に対し、掛
け金の一部を助成するこ
とにより、男女ともに福
利厚生環境の改善を図り
ます。

男女ともに福利
厚生環境の改善
が図られます。

利用件数が近年
より多く、申請
金額が予算額を
超えてしまっ
た。29年度の利
用状況を見て、
予算額見直しに
ついて検討しま
す。

勤労者退職金等共済
掛金補助金交付事業
を推進します。

勤労者退職金等共済掛金補助
金交付事業を推進し、福利厚
生環境の改善を図りました。

全体的な融資利
用率は高いが、
創業にかかる融
資利用件数は3
件のみにとど
まっているた
め、創業支援枠
の利用推進策を
検討します。

男女とも経営におい
て経済的に安定的な
経営が行えるよう、
また、創業に係る負
担が少なくなるよ
う、中小企業資金融
資対策事業を推進し
ます。

中小企業資金融資対策事業を
推進し、経営の安定化を図り
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 関係機関との連携強化に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 研修会・講習会等で情報提供に努め
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

106

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

④

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

労働の場におけ
る男女共同参画
の推進につなが
ります。

107
企
画
課

Ⅱ 2

(

2

)

①

労働基準法の
母性保護規定
に関する啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

母性保護につい
ての理解が得ら
れます。

関係機関に対
し、引き続きセ
ミナー等の協力
を促します。

関係機関との連携を
強化します。

千葉県求職者総合支援セン
ターとの共催によるセミナー
やハローワークをはじめとす
る関係機関との情報共有化な
どを行い、連携強化を図りま
した。

男女共同参画
フォーラムで情
報提供しました
が、他の研修会
等でも情報提供
をするよう努め
ます。

男女共同参画フォー
ラム等で情報提供に
努めます。

資料掲示等で情報提供に努め
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

就労妊婦や働きながら子育てする女
性は今後も増加していくことが見込
まれます。引き続き、妊娠届出時や
妊婦訪問指導時に母性健康管理指導
事項連絡カード等の情報提供や、乳
幼児健診を通じて個別に応じた支援
を行っていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

(

2

)

①

働きながら出
産・育児を望
む女性への情
報の提供

母子健康手帳の活用につ
いて周知します。(母性
健康管理指導事項連絡
カード)

働きながら育児
をする女性の不
安や悩みの解消
につながること
が期待できま
す。

108

健
康
推
進
課

Ⅱ 2

次年度以降も計
画どおり実施し
ます。

就労妊婦に対し、妊
娠届出時や妊婦訪問
指導時に、母性健康
管理指導事項連絡
カードについてリー
フレットを活用して
周知します。

働きながら安心して妊娠・出
産を迎える為に、妊娠届出時
や妊婦訪問指導の際に、母性
健康管理指導事項連絡カード
の活用や法律や制度について
リーフレットを用いて周知を
図りました。また、出産後は
新生児訪問や乳幼児健診時
に、働きながらの不安や悩み
に対し、利用できるサービス
の提供や子どもとの関わり方
について等、育児支援を行い
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
家事・育児・介護に関する講座を設
けました。わかりやすい内容にする
よう更に検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

109
企
画
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

28年度開催の
フォーラムで
は、講演いただ
いた講師の方
に、講義の中で
この内容に触れ
ていただくのみ
だったため、
もっと参加者に
理解していただ
けるよう、29年
度開催のフォー
ラムにおいて、
家事・育児・介
護に関する男女
共同参画をテー
マとした内容と
することを検討
します。

男女共同参画フォー
ラムで家事・育児・
介護に関する講座を
設けます。

男女共同参画フォーラムで家
事・育児・介護に関する講座
を設けました。（テーマでは
ありませんでしたが内容につ
いて十分盛り込んで行いまし
た。）
第２回フォーラム
木更津市役所朝日庁舎
8月30日　90名（職員研修）
第３回フォーラム
イオンモール木更津
3月11日　49名
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙の構成を工夫するなどわかり
やすい記事の掲載に努めていきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

窓口以外に、市内公民館へパンフ
レット等を設置することで、昨年度
よりも多くの方へ周知を行うことが
できたと思います。引き続き、パン
フレットの作成、配布に努めていき
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

111

介
護
保
険
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

家族が抱えてきた介護の
不安等を解消すべく、介
護保険制度の周知を促進
します。

従来、在宅介護
の主たる介護者
は女性であった
が、介護負担の
大きさや重要性
を鑑み、性別に
よらず介護に参
加することを啓
発することによ
り、地域住民あ
るいは家庭内に
おける理解が得
られます。

110
企
画
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
記事を掲載します。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

パンフレットの
配布や地域にお
ける各種研修会
等で介護保険制
度の周知を行い
ました。

パンフレットの配布
や地域における各種
研修会等で介護保険
制度の周知を行いま
す。

介護保険の要介護認定申請か
らサービス利用までの流れを
主に掲載したパンフレットを
作成し、介護保険要介護認定
申請や介護保険の利用に関す
る相談に来庁された市民やそ
の家族に配布しました。市内
公民館に、パンフレットをは
じめ、高額介護サービス費や
補足給付など、低所得者への
負担軽減策に関するリーフ
レット等を配置し、介護保険
の周知を図りました。

男女共同参画紙
に記事を掲載し
たことから、引
き続き掲載する
ことと、内容を
精査して分かり
やすい表現とす
ることに努めま
す。

男女共同参画情報紙
に、分かりやすい表
現で啓発記事を掲載
します。

紙面に記事を一部掲載しまし
た。関連した各種情報を資料
掲示等により提供しました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

公立保育園職員として、公立保育園
主催の保育講座、離乳食講座の実施
及び公民館主宰の公民館講座にも参
加すると共により多くの子育て世代
に向けての事業を企画していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

(

1

)

①

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

「子育て支援センター・
ゆりかもめ」において、
相談や講習会等を実施し
ます。

育児不安の解消
や、父親の子育
てへの積極的な
参加を促しま
す。

公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

男性のための
家事・育児講
習等の開催家
事・育児講習
等の開催

公民館で男性のための家
事・育児講習等を開催し
ます。

男性の生活の自
立を促すととも
に、女性の社会
参画が期待でき
ます。

112

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 1

子育て世代の傾
向としては、父
親の子育てへの
積極的な参加が
見られるように
なってきたと思
われますが、ま
だ母親一人で子
育ての悩みを抱
えているケース
も多いので、さ
らに子育て支援
を担う施設から
のアプローチを
実施していきま
す。

「子育て支援セン
ター・ゆりかもめ」
において、相談や講
習会等を実施しま
す。
また、公立保育園主
催の保育講座、離乳
食講座を引き続き実
施していきます。

公立保育園主催の保育講座、
離乳食講座の実施及び公民館
主宰の公民館講座に参加しま
した。
(保育講座)
第１回 H29.6.17 23組 49名
第２回 H29.7.13 14組 28名
第３回 H29.10.21 10組 22名
(離乳食講座)
第１回 H29.6.27 3組 7名
第２回 H29.8.22 5組 11名
第３回 H29.10.24 4組 7名
(公民館講座）
清見台公民館
H29.6.28 17組 34名
岩根西公民館
H2910.5 10組 20名
金田公民館
H29.11.22 20組 45名
清見台公民館
H29.11.29 20組 40名
鎌足公民館
H30.2.23 7組 18名

地域の中での男
性の自主的活動
の広がりを求め
に応じて対応し
ていきます。

地域の実情に応じて
市内公民館で開催

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
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課
名

基
本
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

移動教室は、今年度かずさ鎌足に出
店した、八天堂の見学とオリジナル
パン作り体験を行ったことが地元の
産業を知ることもできて好評でし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

初めて父親と子どもだけで外出した
という参加者もあり、このことを
きっかけに、父親と子どもだけの外
出ができるようになったという声が
ありました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

113

西
清
川
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

「男の料理教
室」の開催

料理の基礎をまなぶ不慣
れな男性を対象に、料理
教室を開催します。

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

年間5回の調理
実習と１回の移
動研修を実施予
定します。

年間5回の調理実習と
１回の移動研修を実
施予定します。

年間5回の調理実習
1回の移動研修
参加者男性10名
6月10日・7月8日・9月16日・
10月14日・11月18日・12月9
日
調理実習会場：西清川公民館

114

西
清
川
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

「お父さんの
遊び塾」の開
催

体験学習を通して、父
子、父親同士が関わりあ
う機会を提供します。子
育ての楽しさや地域活動
の面白さを感じながら、
父親同士のネットワーク
づくりを促進します。

父親が子どもと
他の親子と交流
しながら、さま
ざまな活動を経
験することで、
母親への理解も
深めることがで
き父親の存在感
も増すことがで
きます。

父親と子どもが
遊びを通して他
の親子と交流が
できるよう、昨
年度単発で２回
の実施を今年度
は１回増やし、
３回実施しま
す。

父親と子どもの活動
を年間３回実施（干
潟・自転車・もちつ
き）します。

年間3回
6月24日小櫃川河口干潟探索
9月2日※雨天のため自転車を
見合わせ、木更津消防署見学
のみ実施
12月2日ゆりかもめ東清分館
でもちつき。
参加者延べ25組、64人
※地域子育てセンターゆりか
もめ共催。
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連
番

課
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基
本
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ テーマに沿って事業を実施すること
が出来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

前年度の結果と比較し、女性の参加
割合が増加しました。
自主防災組織の設立支援、活動支援
を進め、女性の参加促進を図りま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

①

「男の料理教
室」の開催

男性の生活の自立を促す
ため、料理教室を開催し
ます。

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

主催事業から
サークル化した
団体の一つであ
り、現在は自主
的な運営がされ
ているが、新規
会員の獲得等に
関しては団体で
行うことに限界
があり、公民館
として今後も支
援を行っていき
ます。

サークル一覧への掲
載、問い合わせへの
対応等、会員確保に
関する支援をしま
す。

本事業から発展し独自に活動
している男性料理サークルへ
合流する形で継続実施してお
り、サークル活動への十分な
支援を行うことが出来まし
た。
4月～3月　9回活動
会員数14名　延べ116名

(

2

)

①

女性の地域に
おける防災活
動等への参加
促進

自主防災組織等の防災訓
練や講習会での女性の積
極的な参加を促します。

防災活動への女
性の参加が促進
できます。

116

危
機
管
理
課

Ⅲ 1

115

桜
井
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

女性が防災訓練
や講習会等に参
加する機会を増
やし、防災意識
の高揚を図りま
す。

自主防災実務者講習
会を開催するととも
に、自主防災組織等
の防災訓練や講習会
への支援を行いま
す。

平成29年度は52回の自主防災
活動（訓練・研修・講話）が
実施され、4,765人の参加が
ありました。このうち、女性
の参加は2,450人で、参加割
合は51.4%でした。
※平成28年度の実績
　・全体参加者数5,080人
　・女性参加者数2,448人
　・女性の参加割合48.2%
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
性別にかかわらず人物本位の選出、
求めに応じた適切な助言に努めるこ
とができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
公民館等の事業などの把握に努めま
した。今後も把握に努め適切な助言
を行います。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

117

生
涯
学
習
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

女性の地域や
ボランティア
団体代表への
就任促進

各種団体の代表者とし
て、性別にとらわれず、
有能な人物を代表者とし
て選出できる社会教育施
策を推進します。

地域活動や奉仕
活動を行う団体
に女性が積極的
に参加できる環
境づくりを行う
ことにより女性
の社会参画が促
進されます。

118

生
涯
学
習
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

男性の地域活
動への参加機
会の拡大促進

地域で活動する男性(特
に父親)が社会教育施設
や地域行事に積極的に参
加できるような体制づく
りをします。

男性の地域活動
への参加を促進
することによ
り、男性も生活
の場である地域
社会に参画する
ことが期待され
ます。

求めに応じ、適
切な助言・指導
を行いました。

適切な助言・指導が
できるよう団体の活
動把握に努めます。

各種団体の代表者の選出につ
いては性別に囚われない人物
本位の選出について適切に助
言しました。

地域活動への参
加、学習機会を
求めている男性
に対して、丁寧
に助言すること
に努めました。

社会教育機関で実施
されている学習機会
の把握に努め、適切
な助言を行います。

社会教育機関で実施されてい
る学習機会の把握に努めまし
た。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女の区別なく取り組む中で、男女
共同参画という視点と、それぞれの
性別を活かす活動も確認することが
出来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

119

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

市内の全公民館で、地域
課題の一つである健康に
関する事業に取り組み、
継続的学習を行う中で、
男女の区別なく地域活動
に積極的に取り組む人材
を育成していきます。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組無
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

年間５回以上の継続
した学習活動をしま
す。
対象：地区住民(成
人）２０人以上

中央コミュニティカフェを開
催するためのボランティア養
成講座を実施し、市民参画に
よる運営によって市民力が向
上する取り組みを行う中で男
女の区別なく地域活動に積極
的に取り組むことが出来まし
た。
中央コミュニティカフェボラ
ンティア養成講座
準備会2回（9月～10月）、
養成講座4回（12月～3月）
参加人数42人　延べ126人

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

各公民館で地域課題の解
決に向けた事業に取り組
む中で、男女の区別なく
地域活動に積極的に取り
組む人材を育成していき
ます。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組無
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

各地区で地域課題の
解決に向けた事業に
取り組む中で、男女
の区別なく地域活動
に積極的に取り組む
人材を育成していき
ます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
行事開催日よりも早期に周知・ボラ
ンティア募集をすることにより、ま
た、口コミ等をお願いし、協力者の
支援を受けています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
人員確保は厳しい状況とのことです
が、引き続き工夫により、多くの支
援を受けられるよう努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

各公民館で幅広い年齢層
に応じた各種学級・講座
を開催します。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識や
人権意識を高め
ます。

120

岩
根
西
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

花壇整備を中心とした公
民館支援ボランティアを
募集し、公民館活動の充
実を図ります。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識を
高めます。

花壇整備につい
ては、一部の熱
心なボランティ
アに支えられて
いる状況である
ので、公民館活
動全体において
の支援ボラン
ティアの充実を
図ることも含め
て検討したい。

花壇整備以外に、通
学合宿ボランティ
ア、文化祭ボラン
ティア等、男女の区
別なく、比較的大き
な行事においての支
援ボランティアの充
実に努めます。

花壇整備ボランティアについ
ては、高齢化や後継者不足に
より、厳しい状況です。通学
合宿ボランティア、文化祭ボ
ランティア等については、男
女の区別なく、比較的大きな
行事においての支援ボラン
ティアは、地区の協力者から
支援を受け公民館活動の充実
に寄与しています。

地域の実情に応
じて、地域の各
団体とつながり
ながら幅広い年
齢層に応じた事
業に取り組みま
す。

地区住民を対象とし
て、地区住民会議や
地区文化祭、まちづ
くり協議会等の公民
館が事務局を担う事
業をはじめとした各
種学級・講座等を開
催します。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
地域の諸団体や公民館利用サークル
が連携して取り組む中で、男女共同
参画に対する意識を高めることが出
来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

121

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

幅広い年齢層に応じた各
種学級・講座を開催しま
す。

各種学級・講座
を開催する中
で、男女共同参
画に対する意識
を高めることが
できます。

地域の実情に応
じて、ひきつづ
き地域の各団体
とつながりなが
ら幅広い年齢層
に応じた事業に
取り組みます。

一中学区住民会議、
公民館まつり等の行
事を通して世代を越
えた交流を図りま
す。

地域の諸団体や公民館利用
サークルが連携して取り組む
中で、男女共同参画に対する
意識を高めることが出来まし
た。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域総合型ス
ポーツクラブ
への支援

各公民館で地域総合型ス
ポーツクラブを求めに応
じて支援します。

地域で活動をす
る中で、男女共
同参画に対する
意識を高めるこ
とが出来ます。

男女共同参画の
視点に立ち、地
域の誰もが参加
できる場づくり
に務めます。

地域の実情に応じて
各公民館で開催取り
組みます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ 新しい種目や勤労者・若年層などの
新たな参加者の開拓が必要です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
工夫により新たな種目・参加者の開
拓に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

122

富
来
田
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

富来田フレン
ドスポーツ倶
楽部への支援

住民誰もが参加できる地
域に開かれた、健康増進
のためのスポーツ活動の
振興を推進します。

男女を問わずに
参加活動される
ことが期待でき
ます。

勤労者・若年層
など新たな参加
者（会員）の開
拓を模索しなが
ら、引き続き支
援を行いたい。

心身の健康や生きが
いづくりに繋げる、
日常的なスポーツや
年間イベント、各種
大会を開催します。
（９種目）

より多くの住民の健康づくり
とスポーツ活動促進のために
同倶楽部の会員募集や運営に
関する援助・協力を行いまし
た。
(活動日：通年)

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域コミュニ
ティー活動の
拠点としての
公民館の活用
促進

各公民館で市民の自己啓
発と地域コミュニティー
の形成を支援する幅広い
公民館活動を促進しま
す。

地域活動の拠点
である公民館で
活動をする中
で、男女共同参
画の重要性を認
識し、意識を高
めることが出来
ます。

地域の実情に応
じて地域の各団
体等と連携・協
力し、より改善
に努めます。

公民館を拠点に、地
域の実情に応じてさ
まざまな事業等を開
催します。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女の区別なく取り組む中で、男女
共同参画という視点と、それぞれの
性別を活かす活動も確認することが
出来ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 指定管理者制度を導入し、来館者数
及び登録団体が増加しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

123

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

仮称「中央コ
ミュニティカ
フェ」

コミュニティカフェを手
法とした交流を通して、
居場所づくり、健康維持
増進、認知症予防等を図
ります。

地域の中の公民
館を拠点に、誰
もが気軽に立ち
寄り、話すこと
の出来る場づく
りを通して交流
を深めることが
出来ます。

新設 年間５～８回の開催
を予定します。

中央コミュニティカフェを開
催するためのボランティア養
成講座を実施し、市民参画に
よる運営によって市民力が向
上する取り組みを行う中で男
女の区別なく地域活動に積極
的に取り組むことが出来まし
た。
中央コミュニティカフェボラ
ンティア養成講座
準備会2回（9月～10月）
養成講座4回（12月～3月）
参加人数42人　延べ126人

124

市
民
活
動
支
援
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

市民活動支援
事業の推進

市民活動支援センターを
拠点として、男女ともに
地域における市民活動へ
の参加を促進し、地域自
治によるまちづくりを推
進します。

市民活動支援セ
ンターを拠点に
多種多様な団体
が活動をしてお
り、男女ともに
参加しやすく、
来館しやすいセ
ンターとして整
備いたします。

開館から１年半
以上が経過し、
平成２９年度か
ら指定管理者制
度を導入いたし
ます。今後も利
用者の利便性の
向上に努めま
す。

平成２９年度から指
定管理者制度を導入
いたします。サービ
スの後退や来館者の
減少がないよう、指
定管理者と協議し、
更なる利便性の向上
を図ります。

平成29年度から指定管理者制
度を導入し、民間活力を活用
した管理運営を行いました。
また、来館者及び登録団体数
は、いずれも前年度実績を上
回っておりますので、サービ
スは更に向上しております。
なお、市民活動支援センター
の更なる利便性の向上と市民
活動の活発化を図るため、市
民活動支援センター運営協議
会を設置し、専門家や学識経
験者の意見を取り入れなが
ら、適切な施設運営を行いま
した。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 国際交流協会へ情報提供を行いまし
た。情報の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 市ホームページに情報を掲載しまし
た。掲載情報の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

126
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

市ホームページに記事を
掲載します。

市民の国際理解
が深まります。

125
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

木更津市国際交流協会へ
情報提供等支援を行いま
す。

市民の国際理解
が深まります。

木更津市国際交
流協会へ情報提
供等支援を行い
ました。引き続
き情報提供に努
めます。

木更津市国際交流協
会へ情報提供等支援
を行います。

木更津市国際交流協会へ情報
提供等支援を行いました。

市ホームページ
に国際理解に関
する情報を掲載
しました。引き
続き掲載情報の
充実に努めま
す。

市ホームページに国
際理解に関する情報
を掲載します。

市ホームページに国際理解に
関する情報を掲載しました。
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連
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標

主
要
課
題

施
策
の
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向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
学校によってまだまだ差があるの
で、異文化交流の教育的価値を広く
伝えていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
中学校の配置率が低下していること
や、次期学習指導要領により、ＡＬ
Ｔの必要性が増しているため、増員
していきたい。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

128

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ 1

(

3

)

①

学校における
国際理解教育
の推進

市立小中学校に英語指導
員(ＡＬＴ)を配置し様々
な国の文化にふれる機会
を促進します。

ＡＬＴとのふれ
あいを通して、
国際理解を推進
することができ
ます。

127

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ 1

(

3

)

①

学校における
国際理解教育
の推進

異文化交流体験等の国際
理解教育を支援します。

ＡＬＴや諸外国
の方とのふれあ
いを通して、国
際理解を推進す
ることができま
す。

ＡＬＴの配置を
増やし、ＡＬＴ
との触れ合いの
場を増やしま
す。より効果的
にＡＬＴを活用
してもらえるよ
う、学校との連
携を図ります。

教育活動全体を通し
て、ＡＬＴを積極的
に活用し、コミュニ
ケーション能力の育
成と、国際理解教育
を推進します。

小学校年間35時間の外国語活
動において、ＡＬＴを100％
配置することができ、ふれあ
いの場が増加したことで、国
際理解教育を推進することが
できました。

より異文化交
流・体験の機会
を増やしていけ
るよう各種会議
で交流活動等の
紹介を行ってい
きます。

国際交流集会等を通
して国際理解教育を
推進します。

交流集会への参加のほか学校
での国際交流行事へＡＬＴを
派遣することができました。
また、小学校へのＡＬＴの配
置率を100％にすることで、
より異文化交流・体験の機会
を増やし、国際理解教育を推
進することができました。
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課
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本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
友好都市と情報交換をしました。情
報の収集・提供の充実に努めていき
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
友好都市と情報交換をしました。情
報の収集・提供の充実に努めていき
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

市ホームページで姉妹都
市をはじめとする海外都
市の情報を公開します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。

130
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

129
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

姉妹都市オーシャンサイ
ド市をはじめとする海外
都市と情報交換します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。

市ホームページ
で姉妹都市等の
情報を掲載しま
した。引き続
き、内容の充実
を図ります。

これまでは、姉妹都
市であるオーシャン
サイド市との情報を
主としていました
が、姉妹都市財団の
解散により交流が停
滞しているため、友
好都市等を中心に交
流についての情報を
掲載します。

友好都市である韓国槐山郡、
インドネシア共和国ボゴール
市、フィリピン共和国ビスリ
グ市、台湾苗栗市に関する情
報を掲載しました。

姉妹都市等と交
流に関する情報
交換をしまし
た。引き続き、
内容の充実に努
めます。

これまでは、姉妹都
市であるオーシャン
サイド市との情報交
換を主としていまし
たが、姉妹都市財団
の解散により交流が
停滞しているため、
友好都市等を中心に
交流に関する情報交
換をします。

友好都市である韓国槐山郡、
インドネシア共和国ボゴール
市、フィリピン共和国ビスリ
グ市、台湾苗栗市と交流に関
する情報交換をしました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
看板作成においては、観光案内所の
看板を英語標記すべく、関係各所と
協議しています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ、実現に向け取り
組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
ホームページやＳＮＳ等でも積極的
に情報発信を行い、木更津市のマッ
プ付きパンフレットの作成も検討し
ていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ実現に向け取り組
むこと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

観光案内板の改
修については、
より見易さを追
及すべく、最新
版のものにする
など検討を行な
います。

案内看板を新規で作
成する計画はない
が、観光協会内イン
バウンドプロモー
ション部会との協議
の中で、より分かり
やすい案内方法の検
討を行ないます。

案内看板の設置は行いません
でしたが、観光案内所に指差
しボードなどを設置すること
で、分かりやすい観光案内に
取り組みました。

外国人観光客に
対し、各国で文
化等の違いもあ
るので、それを
考慮したうえで
作成を行いま
す。

多言語（英語・繁体
字・タイ語）で作成
している既存パンフ
レットの修正・増刷
を行ないます。

今後の需要を考慮し、英語版
のみ既存パンフレットを修正
し、10,000部増刷しました。

外国人観光客が、分かり
やすく観光できるため
に、観光案内板の改修な
ど外国語表示の充実を図
り、外国人観光客の誘致
促進を図ります。

外国人観光客
が、分かりやす
く観光できるた
めに、観光案内
板の改修など外
国語表示の充実
を図ります。

外国語版観光
ガイド等の作
成

外国語版観光ガイド等を
作成し、本市来訪の外国
人観光客に配布すること
により、利便性の向上及
び国際会議観光都市とし
ての受け入れ体制の整備
により、国際会議等の顧
客誘致の推進を図りま
す。

外国人観光客の
利便性が向上
し、国際会議等
に参加する顧客
の増加が期待さ
れ、国際理解と
交流の推進とな
ります。

外国人観光客
のための外国
語表示・標識
の設置の促進

131

観
光
振
興
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

132

観
光
振
興
課

Ⅲ 1

(

3

)

①
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
これまで働きかけていた関係課に加
え、さらに広い視点で働きかけま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
これまで働きかけていた関係課に加
え、さらに広い視点で働きかけま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市の施設（庁内
掲示を含む）を
外国人にもわか
るような表示に
するよう関係課
に要望しまし
た。引き続き要
望していきま
す。

市の施設（庁内掲示
を含む）を外国人に
もわかるような表示
にするよう、引き続
き関係課に働きかけ
ます。

市の施設（庁内掲示を含む）
を外国人にもわかりやすい表
示にするため、各課職員を対
象とした講座を開催し、周知
を行いました。

市設置の各種案
内板に英語標記
をするよう関係
課に要望しまし
た。引き続き要
望していきま
す。

市設置の各種案内板
に英語標記をするよ
う、引き続き関係課
に働きかけます。

市設置の各種案内板等、外国
人にわかりやすい観光案内標
記をするよう、関係課に働き
かけました。

市設置の各種案内板に、
英語表記をするよう要望
します。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

134
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進

市の施設(庁内掲示を含
む)を外国人にもわかる
ような表示にするよう要
望します。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

133
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進

②
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目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 市ホームページへのリンクを継続し
情報提供します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
多くの外国人に対応できるように、
英語版も含め、多国語に対応できる
よう準備し、交付していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

外国語版母子手
帳のない国の場
合、外国版母子
手帳の確保に限
りがあるため、
英語版を多く用
意して、対処し
ます。

妊娠届出時、外国語
版母子健康手帳を必
要に応じ配布し、相
談に応じます。

外国語版母子健康手帳は英語
版を中心に、対象者の希望に
応じて100%配布する事が出来
ました。

（財）自治体国
際化協会の生活
ガイド「多言語
生活情報」が充
実しているた
め、市ホーム
ページにリンク
しました。引き
続き、これを継
続します。

生活ガイド「多言語
生活情報」のリンク
を継続し、情報提供
します。

生活ガイド「多言語生活情
報」のリンクを継続し、情報
提供しました。

ホームページに多言語の
生活ガイドを掲載しま
す。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
するための手助
けとなります。

在宅外国人の
育児支援

外国人用の母子健康手帳
の配付をします。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。

135
企
画
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

外国語版によ
る各種情報の
提供

136

健
康
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

②
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主
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策
の
方
向

具
体
的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

外国人に応じた育児支援を行ってい
きます。今後も外国人への対応は増
加することが見込まれます。よりス
ムーズなコミュニケーションがとれ
るような対策（通訳器の活用）も必
要と思われます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ引き続き取り組む
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
フォーラムや研修会で情報提供でき
ました。使用する資料について、よ
りわかりやすいものを検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

日本語がわから
ない外国人に対
しては、可能な
限り通訳となる
人と同行するこ
とを提案するよ
うにします。

乳児健康診査、１歳
６か月児健康診査、
３歳健康診査を、そ
れぞれ年３６回実施
します。

在宅外国人に応じて、健診時
に通訳者の同伴することの提
案や、問診票の記載介助を行
いました。また、出産後も慣
れない育児環境で戸惑う外国
人ケースには、個別に応じた
支援を電話や訪問にて実施し
ました。

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

男女共同参画フォーラムで講
演に加え、研修会でも情報提
供に努めました。
第２回フォーラム
木更津市役所朝日庁舎
8月30日　90名（職員研修）
第３回フォーラム
イオンモール木更津
3月11日　49名

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

137

健
康
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

在宅外国人の
育児支援

乳幼児健康診査を実施し
ます。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。

138
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。
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主
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題
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策
の
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具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙に記事を掲載しました。紙面
の構成を工夫し、よりわかりやすい
表現に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ フォーラムに盛り込むとともに、内
容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
フォーラムの内
容に盛り込み、
啓発に資するこ
とができたの
で、引続き男女
共同参画フォー
ラムで啓発に努
めます。

男女共同参画フォー
ラムの内容に盛り込
みます。

年3回開催の男女共同参画
フォーラムの内容に盛り込み
ました。

男女共同参画紙
に記事を掲載し
たことから、引
き続き掲載する
ことと、内容を
精査して分かり
やすい表現とす
ることに努めま
す。

男女共同参画紙に、
分かりやすい表現で
啓発記事を掲載しま
す。

情報紙に記事を掲載しまし
た。紙面の構成を工夫しより
わかりやすい表現にします。
関連した各種情報を資料掲示
等により提供しました。

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

139
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

140
企
画
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発
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体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

ホームページの更新及びきさらづ子
育てガイドの作成を行うとともに、
保育園入園のご案内の更新を行いま
す。また、生活情報サイト等を活用
し、子育てに関する情報の提供に努
めていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

広報等を利用することで、市民の方
へ情報を発信することができまし
た。引き続き、広報への掲載やホー
ムページの掲載を行っていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

引き続き、高齢
者支援サービス
や介護保険に関
する情報をホー
ムページ等によ
り提供しまする
とともに、関連
するパンフレッ
トやチラシなど
を窓口や各公民
館等で配布しま
す。

情報をホームページ
に提供・更新します
また、情報を広報に
掲載します。

広報きさらづや市公式ホーム
ページに介護保険制度に関す
ることを掲載しました。
負担割合証や負担限度額認定
証などの切り替えの時期に
は、広報にてその旨を周知い
たしました。

保育園入園のご
案内の中で、保
育時間一覧や
Q&Aを掲載する
など子育てに関
してより詳しく
わかりやすい情
報提供に努めて
いきます。

引き続き、ホーム
ページの更新、子育
て情報誌の作成を行
うことにより、情報
を提供します。

ホームページの更新及びきさ
らづ子育てガイドの作成を行
うとともに、保育園入園のご
案内の更新を行い、わかりや
すい子育てに関する情報の提
供に努めました。

142

介
護
保
険
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

高齢者支援や介護保険制
度に関する情報をホーム
ページや広報により提供
します。

情報を提供する
ことにより、年
齢や性別にかか
わらずに制度並
びに支援の内容
を広く周知する
ことが期待でき
ます。

141

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

保育園入園や子育てに関
する情報をホームページ
や情報紙により提供しま
す。

保育園の入園情
報や子育て情報
が容易に入手で
きるようになり
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 研修会で情報提供しましたが、チラ
シの内容充実を検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙の紙面の構成を工夫し情報紙
以外の方法による提供も検討しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

研修会で情報提供しました。
啓発にあたって使用するチラ
シ等については、分かりやす
い内容にする必要がありま
す。

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙
への掲載に努め、情
報紙以外の方法によ
る情報提供も実施し
ます。

情報紙に記事を一部掲載しま
したが、関連した各種情報を
資料掲示等により提供しまし
た。

研修会・講習会等で情報
を提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。

143
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護休
業制度の普
及・啓発

144
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 研修会で情報提供しましたが、チラ
シの内容充実を検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

研修会で情報提供しました。
啓発にあたって使用するチラ
シ等については、分かりやす
い内容にする必要がありま
す。

145
企
画
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

広報きさらづ等を用いてセミナーの
開催を呼びかけ、「子育てママサ
ポート情報」をはじめとするページ
内容の充実に努めました。
今後も子育て世代に向けた魅力的な
情報発信のため、引き続き広報きさ
らづや、開発予定の市独自アプリ、
それに連動して市ＨＰ等の媒体を最
大限活用して「きさらづ働くママ応
援サイト」の周知・ＰＲを行ってい
きます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
引き続き魅力的な情報発信のため、
各コンテンツの周知・ＰＲに努める
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

「きさらづ働く
ママ応援サイ
ト」をプラット
フォームとし、
子育て世代女性
に必要な情報や
サービスをこれ
まで以上に提供
できるサイトと
して機能を高め
る必要がありま
す。

子育て世代が就労す
る企業や子育て支援
及び就労支援等の関
係機関との連携強化
を図ることにより、
子育て世代女性の
ニーズを反映させな
がら、サイトのコン
テンツの充実を図り
ます。

「きさらづ働くママ応援サイ
ト」のコンテンツ充実を図る
ため、主に子育て世代の女性
を対象とした、ブログ投稿の
方法や情報発信のコツ等を勉
強するセミナーを開催し18名
の参加があり、その後ブログ
の新規投稿が１件ありまし
た。
また、サイト内コンテンツに
ついても、「子育てママサ
ポート情報」等の更新やペー
ジ内容の充実を行いました。

子育て世代女性
の社会参加・再
就職の促進に寄
与します。

146

情
報
政
策
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

ＩＣＴを活用
した子育て世
代女性支援

ＩＣＴを活用した子育て
支援、キャリアアップ支
援等を行うサイトの運用
を通じ、子育てしながら
働きやすい環境づくりを
促進し、女性の社会参
加・社会進出を進めま
す。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

小規模多機能型居宅介護について
は、公募により整備事業者を選定し
たが、その後事業者から取り下げが
あり整備できませんでした。
引き続き地域に根ざし、ニーズに
合った密着密着型サービスの充実を
図ります。

2次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
引き続きニーズに合ったサービスの
充実に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
各種障がい福祉サービスを支給し障
がい者の自立及び介護者の支援を行
いました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各個人の障がい
特性に応じた介
護に係る障がい
福祉サービス支
給を行います。

引き続き、障がいの
程度に応じて介護支
援の障がい福祉サー
ビスの支給をいたし
ます。

介護給付につきまして延べ９
千件余りの支給決定を行いま
した。

高齢者が介護を
要する状態に
なっても、でき
る限り住み慣れ
た地域で生活す
ることができる
ように、引き続
き介護施設の整
備を計画しま
す。

地域に根ざし、ニー
ズに合った地域密着
型の介護施設の整備
を計画します。

地域に根ざした地域密着型
サービスとして、定期巡回・
随時対応型訪問介護看護、看
護小規模多機能型居宅介護、
認知症対応型通所介護の事業
所の整備をしました。

介護を必要とする障がい
者に対して、障がいの程
度に応じて介護支援サー
ビス等を実施します。

介護支援サービ
スの推進を通
じ、介護者の負
担軽減が図れま
す。

147

介
護
保
険
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

介護支援サー
ビスの推進

148

障
が
い
福
祉
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

身近な日常生活圏域に密
着した介護サービスの拠
点となる施設を整備充実
させ、利用者ニーズに
あった介護サービスの充
実に努めていきます。

男女ともに住み
慣れた地域で介
護サービスを受
けることによ
り、より安心し
て暮らすことが
期待できます。

介護支援サー
ビスの推進
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

本市の建設補助を受けて整備した保
育所が県の認可を受け開園し、保育
の必要量が増加しました。
引き続き保育サービスの向上に向け
て事業実施に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

学童クラブを支援することで、安定
的な運営が図られました。
今後においても、児童の健全育成を
図ると共に、留守家庭の子育てを支
援していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

私立認定こども
園１園の創設に
対して補助を実
施しました。
これにより、待
機児童数が減少
に転じました。
また、既存の園
に加えて、当該
認定こども園に
おいても乳児保
育、障がい児保
育、延長保育を
実施し、今後も
継続していきま
す。

今年度において、平
成３０年度４月の開
園に向けて、私立保
育園１園の創設に対
し補助を実施しま
す。
また、当該保育園に
おいて、乳児保育、
障がい児保育、延長
保育を実施開始しま
す。

平成30年度4月に私立保育園1
園の創設の補助を実施いたし
ました。
また、当該保育園において、
乳児保育、障がい児保育、延
長保育を実施する予定です。

引き続き該当す
る放課後クラブ
に補助金を交付
します。

市内の学童保育事業
者の活動を支援（補
助金を交付）しま
す。

学童保育事業者に補助金を交
付し放課後学童クラブの運営
を支援しました。
市内放課後クラブ　38クラブ

150

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

学童保育(放
課後児童健全
育成事業)へ
の支援

市内の小学校等に在籍す
る児童で、下校後家庭に
おいて監護する者がいな
い児童を保育する事業者
に対し、補助金を交付
し、児童の健全育成を図
ります。

留守家庭の子育
て援助を行うこ
とにより、多様
化する生活への
対応となりま
す。

149

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

②

多様化する保
育ニーズへの
対応

公立及び私立保育園にお
いて、乳児保育、障がい
保育、延長保育、一時保
育、休日保育等を実施す
るとともに、保育園入園
待機児童の発生防止を図
るため、民間事業者によ
る保育園の建設を促進
し、保育サービスの向上
を図ります。

多様な保育ニー
ズに的確に対応
できます。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
情報紙の紙面の構成を工夫し、情報
紙以外の方法による提供も検討しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 研修会で情報提供しましたが、チラ
シの内容充実を検討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画
フォーラムでの
情報提供にとど
まったため、そ
のほかの研修
会・講習会等に
おいても情報提
供を検討しま
す。

各種研修会で情報提
供します。
また、啓発にあたっ
て使用するチラシ等
については、分かり
やすい内容のものを
配布します。

市職員研修会の中で情報提供
しました。
啓発にあたって使用するチラ
シ等については、分かりやす
い内容にする必要がありま
す。

紙面の都合によ
り、啓発記事を
掲載できなかっ
たため、紙面の
構成を工夫し、
記事の掲載に努
めるとともに、
情報紙以外の方
法による情報提
供も検討しま
す。

男女共同参画情報紙
への掲載に努め、情
報紙以外の方法によ
る情報提供も実施し
ます。

情報紙へ記事を一部掲載しま
した。関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。

151
企
画
課

Ⅳ 1

(

1

)

①

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

152
企
画
課

Ⅳ 1

(

1

)

①
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

母子コーディネータの設置および支
援プランの作成にて、個別に応じた
保健指導を全数実施する事ができま
した。今後も引き続き、子育て世代
包括支援センターと連携して支援の
充実を図る必要があります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

官民協働で製作
した資料を用い
て指導が行い、
指導内容が伝わ
りやすくなっ
た。今後も資料
の精査をしなが
ら実施してい
く。妊娠～育児
について、より
専門性を持たせ
るため、母子保
健コーディネー
ターの設置をし
ます。

母子保健コーディ
ネーターの設置によ
り、よりきめ細かい
支援を行います。母
子健康手帳交付時、
資料や媒体を用い
て、妊娠中の体調の
変化や食事について
保健指導を全数実施
します。必要に応じ
て、訪問や電話で
フォローしていきま
す。

助産師と保健師からなる母子
保健コーディネーターを設置
し、母子手帳発行をスタート
に、支援プランを作成し電話
や訪問にて継続的な支援を行
いました。保健指導の際は
「妊娠・子育て応援ブック」
の活用や、妊婦の食に関する
アンケートを基に個別に応じ
た保健指導を全件実施しまし
た。H30年度からの子育て世
代包括支援センターの開設に
向け、子育て支援課と母子保
健事業の調整を図りました。

153

健
康
推
進
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

妊娠・出産に
おける健康の
支援

母子手帳発行にあわせ、
妊娠中の体調の変化や食
事についての健康相談を
全数実施します。

妊産婦の健康に
ついての相談等
を受けること
で、悩みや不安
解消につながる
ことが期待でき
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

受診勧奨を対象を拡大して実施し、
受診者は横ばいでした。今後も個別
受診勧奨を実施し、新規及び継続受
診者の増加を図ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ引き続き取り組む
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

子宮がん個別検
診を過去2年連
続受診した人に
受診券を送付し
たことで受診率
が向上したこと
から、本年度か
ら、更なるがん
予防推進のた
め、子宮がん集
団検診及び乳が
ん検診を過去2
年以内に受診し
た人に対しても
受診勧奨通知を
送付します。

新たなステージに
入ったがん検診の総
合支援事業により、
子宮がん検診は20
歳、乳がん検診は40
歳の人を対象に無料
クーポン券を郵送し
ます。また、子宮が
ん検診は20歳以上の5
歳刻み、乳がん検診
は30歳以上の5歳刻み
の節目年齢者、子宮
がん個別検診を過去2
年連続受診、及び子
宮がん集団検診及び
乳がん検診を過去2年
以内に受診した人に
勧奨通知等を送付し
ます。集団検診は子
宮がん検診は年6回、
乳がん検診は年28回
実施し、子宮がん個
別検診は通年実施し
ます。
子宮頸がん予防ワク
チンは、予防接種に
ついて広報きさらづ
やホームページ上で
周知を図ります。

子宮がん検診・乳がん検診に
ついて、年齢・受診歴に応じ
た受診勧奨を実施しました。
ホームページに子宮頸がん予
防ワクチン接種について掲載
しました。

○がん検診受診者数・回数
・子宮がん検診 4,502人6回
・乳がん検診 4,194人28回

○子宮頸がん予防ワクチン接
種者数 6人

女性特有のがん
の早期発見・予
防が図られま
す。

154

健
康
推
進
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

女性特有のが
ん予防の推進

乳がん・子宮がん予防の
ための検診や子宮頸がん
予防ワクチンについて周
知します。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
補装具給付事業、日常生活用具給付
事業を通じ、障がい者の自立を支援
しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
男女ともに、介護予防教室への積極
的な参加を促して、各種介護予防教
室を開催します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女ともに、介護予防教室へ
の積極的な参加を促して、各
種介護予防教室を開催しまし
た。

訪問入浴サービ
スの利用回数を
月４回から８回
に増やしまし
た。

法に基づき自立を支
援する各事業を実施
いたします。

障害者総合支援法等に基づき
各種障がい福祉サービスを支
給いたしました。
補装具給付事業（車イス、補
聴器等）238件
日常生活用具給付事業
（ストマ等）3,236件

高齢者ができる限り介護
を受けずに健康で生き生
きした生活を送れるよう
に支援します。

男女ともに介護
予防への積極的
な参加を促しま
す。

155

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

障害者総合支
援法に基づく
自立を支援す
る各種事業の
実施

156

高
齢
者
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

引き続き、男女
ともに、介護予
防教室への積極
的な参加を促し
て、各種介護予
防教室を開催し
ます。

各種の介護予防教室
を開催します。

平成25年度施行された障
害者総合支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。

補装具給付事
業、日常生活用
具給付事業など
を通じ、障がい
者の自立を支援
することができ
ます。

介護予防教室
の開催
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 計画通り実施できました。次年度も
実施に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

157

中
郷
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

中郷高齢者学
級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

高齢者の生きが
いづくり仲間作
りを推進し、自
立を目指しま
す。

日常の生活課題
の解決に向けて
の学習を行う中
で、参加者の男
女共同参画につ
いての意識向上
を図ります。

月1回(年間11回）
開催します。

中郷みのり学級（高齢者教
室）を開催しました。
開催時期：4月～3月
年間開催回数：9回
参加者：29名

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の自
立支援に努めま
す。

各公民館で開催しま
す。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

高齢者の自立
支援のための
学級の開催

各公民館で、高齢者の生
きがいづくりや健康管理
を進めるとともに、自主
的な活動を支援するた
め、高齢者学級を開催し
ます。

地域における高
齢者の自立支援
のための学習活
動を支援する中
で、男女共同参
画の意識を高め
ることが出来ま
す。

公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

高齢者男性をして、独居に備えて自
立できるように料理の基本を学習
し、技能の向上を図りました。男女
平等に関する課題の取り組みについ
ては十分に達成できませんでした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する課題の取り組みに
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
障がい者の社会参加の促進、福祉の
増進が図れました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

158

富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

活き生きクッ
キングの開催

老後を安心して暮らせる
ように、料理経験の浅い
男性を対象として、基礎
的な調理技術を習得し独
居に備えて自立できるよ
うな支援体制づくりに役
立てます。

高齢者男性が独
居に備えて自立
できることが期
待できます。

料理の基本を学
習し、気軽に調
理実習に興味を
持たせます。

高齢者男性を対象に
して独居に備えて自
立できるように、調
理実習等を年５回開
催します。

高齢者男性を対象とし、独居
に備えて、自立できるように
料理の基本を学習しました。
実施期間は6月～2月で調理実
習を年4回・移動教室を年1回
を実施。（学級生23名）

訓練等給付事業
（延べ9,167件）
コミュニケーション事業
（延べ523回）
移動支援事業
（延べ7,077時間）
日中一時支援（延べ4,857
回）を実施しました。

159

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

②

障害者総合支
援法に基づく
社会参加を支
援する各種事
業の実施

平成25年度施行された障
害者自立支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。

訓練等給付事
業、コミュニ
ケーション支援
事業や移動支援
事業、その他支
援事業などの
サービスを利用
することによ
り、障がい者の
社会参加が図れ
ます。

引き続き、法に
基づき社会参加
を支援する事業
を実施いたしま
す。

法に基づき社会参加
を支援する事業を実
施いたします。
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連
番

課
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基
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目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
地域の中でつながりを持ちながら、
地域に貢献できる人材育成をしてい
くことが必要です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

160

中
央
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

中央ふれあい
学級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

学びを通して高
齢者世代に男女
共同参画の視点
について考え、
理解する機会を
作り、活動に役
立てていきま
す。

月1回(年間11回）
開催

各公民館で、高齢者の生きが
いづくりや健康管理を進める
とともに、自主的な活動を支
援するため、高齢者学級を開
催する中で男女共同参画の意
識を高めることが出来まし
た。

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の生
きがい作りに寄
与します。

地域の実情に応じて
高齢者学級を開催し
ます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

高齢者学級の
開催

各公民館で、高齢者が意
欲を持って学び、社会活
動参加を促進するため、
高齢者学級を開催しま
す。
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連
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課
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基
本
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

地域が高齢化しているので、生きが
いや楽しみのある学習会を企画し、
高齢者同士の交流の場が必要です。
男女平等に関する課題の取り組みに
ついては十分に達成できませんでし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する課題の取り組みに
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
広報活動等により参加者を増やすこ
とができました。今後とも参加しや
すい講座の実施に努めていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

162

鎌
足
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

鎌足桜学級の
開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

高齢化社会とい
われる現状を考
えながら男女別
なく事業を開催
することによっ
て、高年齢と言
われる方々を通
して男女共同参
画の意義を広め
る効果が期待で
きます。

高齢者同士の交
流と親睦を深
め、生きがいと
健康づくりの一
助となってい
る。男女問わず
参加できる講座
内容を検討して
いきます。

年間１１回(月1回）
程度開催を予定しま
す。

年間12回鎌足桜学級を開催し
ました。消費生活講座や健康
に関する講座など、男女の別
なく参加できる講座を実施し
ました。4月～3月 32名参
加。

161

富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

富来田みどり
学級の開催

日々めまぐるしく変化す
る現代社会の中で、高齢
者が健康を維持して、生
きがいのある生活を送る
ための講演等を行いま
す。

高齢者が人生の
生きがいや楽し
みを見つけるこ
とができ、社会
参加を促進しま
す。

地域が高齢化し
ており、生きが
いや楽しみを模
索し、高齢者同
士の交流を深め
る機会を提供し
たい。

健康や高齢者が抱え
る問題・生きがい等
を含めた内容を年10
回程度開催予定。

健康や高齢者が抱える問題に
ついて理解を深めるとともに
歌・落語観賞・グランドゴル
フ・クラフトづくり等を通じ
て、楽しいひと時を過ごし、
高齢者の課題や要望に基づく
学習の機会を提供しました。
期間は5月～3月とし、年10回
開催しました。(学級生60
名）)
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具
体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

参加者の年齢層が高く、歩行状態が
悪いなどの理由から、移動教室など
事業を行う上で支障を来たす場合が
あるため、参加者の状況を見ながら
事業展開を行う必要があります。男
女平等に関する課題の取り組みにつ
いては十分に達成できませんでし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する課題の取り組みに
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
講座最終回に実施した参加者アン
ケートで、満足度が8割を超えていま
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

164

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

八幡台かえで
学級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

八幡台かえで学
級で男女問わず
学習ができる内
容を検討しま
す。

八幡台かえで学級で
男女問わず学習がで
きる内容を検討しま
す。

65歳以上の高齢者を対象に、
以下のとおり事業を展開しま
した。開催回数　年10回　延
べ参加人数　290名

163

金
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

金田むつみ教
室の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

地域老人クラブ
と一緒に活動し
てきたが、老人
クラブ衰退とと
もに活動に支障
が出てきたた
め、新たに募集
をかけるととも
に、高齢者に生
きがいづくりの
場を提供できる
よう努める。

年間１１回(月1回）
程度開催を予定しま
す。

高齢者の筋力アップのための
自立支援体操や、美術館など
の移動教室など全10回開催
し、高齢者が健康で生きがい
を持って生活するための、学
習の機会を設けました。
むつみ教室
5月～3月まで18名、10回実
施、参加者117名
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主
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具
体
的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

講座内容については、各班の班長
や、その他の役員に、年度初めに集
まっていただき、公民館側の企画案
を検討していただくところから運営
しています。年間を通じて、講座運
営の中で、地域・団体の牽引役と
なっていただいている男性受講生も
いますが、同様の役割を担っていた
だいている女性については、今後に
期待するところです。男女平等に関
する課題の取り組みについては十分
に達成できませんでした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する課題の取り組みに
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

165

東
清
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

東清さわやか
学級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

男女共同参画の
視点に立ち、自
主的な学級運営
と学習活動をす
すめ、高齢者の
社会参加を促進
します。

高齢者同士の交
流と親睦を深
め、生きがいと
健康づくりの一
助となってい
る。今後は地域
のリーダー作
り、相互扶助の
関係作りの方法
を考えたい。

講座内容を検討しつ
つ年間１０回ほど開
催を予定します。

平成29年度については、48名
の受講生を6班に構成し、全
10回開催しました。
交通安全、消費生活講座、健
康関連教室など、高齢者が直
面しがちな問題を中心に取り
上げています。また、自宅に
引きこもりがちになる年代の
ため、友人や近隣住民と、誘
いあわせての参加がしたくな
るような、プログラムも企画
しています。
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男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
積極的な運営に配慮し、事業を継続
していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

166

畑
沢
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

畑沢むつみ学
級の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

男性の参加が少
ない為、男性の
参加を促進いた
したい。

年間１０回程度の高
齢者教室を定期的に
開催します。

学級長・副級長を中心に地区
別5班で編成しました。
担当班になった班は、準備、
後片付けを積極的に行いまし
た。移動教室や館を離れての
移動に対しては、特に積極的
に動き準備や片付けをする姿
が見られました。気配りや声
かけ、体を気遣い合う温かい
関係をこれからも大切にして
いきたいと思います。年間の
プログラム充実のために、役
員を中心に学級生の意見も吸
い上げ、主催側と互いに連携
を図りながら進めました。よ
り積極的な運営ができるよ
う、今後も配慮していきま
す。
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主
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具
体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

高齢化に伴い、受講生も更に高齢化
が進んでいます。そんな中で活発に
役を引き受けて動ける人数も限られ
ており、今後はもっと厳しい見通し
になると思われます。男女平等に関
するテーマを十分に設定できません
でした。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

１次評価を踏まえ取り組むこと。
男女平等に関する課題の取り組みに
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
内容の関連づけに、具体的な数値や
身体への影響などをとりあげること
で理解が深まりました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

168

西
清
川
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

西清川福寿学
級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

学級の運営等に
関わり、性別を
越えて男女共同
参画の視点をも
つことを促進し
ます。

内容を関連づけ
て実施します。

年間１０回(月1回）
程度の開催を予定し
ます。

年間10回開催しました。男性
6人、女性44人。「健康で長
生き」をテーマに1年間取り
組みました。特に塩分摂取に
ついて学んだ後、野田市キッ
コーマンしょう油もの知り館
への移動教室は、塩分のとり
方に関心が高まり、日常化に
つなげることができました。

167

岩
根
西
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

ふれあい学級
の開催

高齢者を対象にした学級
を開催し、高齢社会の課
題について学習を深め、
生きがいづくりを図りま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
家庭内や地域で
の男女平等意識
を高めます。

高齢者間の親睦
を深めるととも
に、生きがい対
策、心身の健康
増進の一助と
なっている。今
後は班編成を通
して役割分担や
役員づくりを行
い、ひいては地
域のリーダー作
り、相互扶助の
関係作りの方法
を模索したい。

年間１０回(月１回）
程度の開催を予定し
ます。

高齢者間の親睦を深めるとと
もに、生きがい対策、心身の
健康増進の一助となっていま
す。班編成は行っています
が、役割分担や役員づくり、
地域のリーダー作り、相互扶
助の関係作りについては、模
索中です。
年間10回の開催を行いまし
た。（開催日：5月19日・6月
29日・7月13日・9月15日・10
月12日・11月16日・12月14
日・1月18日・2月15日・3月
22日）
受講生は42名の応募がありま
した。
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体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画通り実施できました。次年度も
実施に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

子育て世代包括支援センターを中心
に関係機関との連携を強化し、妊娠
期から子育て期における支援体制の
充実が必要です。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

169

波
岡
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

なの花教室の
開催

豊かで充実した生活を営
むために生きがいと健康
づくりをめざし、高齢者
の学習活動の支援を行い
ます。

男女平等社会の
実現に向け地域
住民の意識を高
め、高齢者の社
会参加を促進し
ます。

学習内容に配慮
し、実施をして
いきます。

年間10回（月1回）程
度の実施を予定しま
す。

波岡菜の花教室を開催しまし
た。
開催時期：5月～3月
年間開催回数：10回
参加者：76名

170

健
康
推
進
課

2

(

1

)

①

子育てに関す
る関係機関と
の連携の充実

子育てに関する各関係機
関との情報交換をしま
す。

子育てのための
情報を得ること
により、安心し
て子育てができ
ます。

子どもに関わる
機関の関係者と
の情報交換は、
母子保健事業を
進める上で有効
な情報が　多く
継続したい。ま
た、子育て包括
支援センター設
置に関して、母
子保健事業の関
わりが大きく、
関係機関との連
携が必要です。

市地域自立支援協議
会子ども部会、特別
支援連携協議会、子
育て支援センター会
議等で定期的に情報
交換を行います。

市地域自立支援協議会子ども
部会、特別支援連携協議会、
子育て支援センター会議、主
任児童委員との集いの場で情
報交換を行いました。
子育て世代包括支援センター
の開設準備のため、子育て世
代包括支援センター検討会議
及び子育て世代包括支援セン
ター検討委員会を各2回ずつ
開催し、関係各課と課題を把
握し、今後連携するための調
整を行いました。

Ⅳ
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課
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主
要
課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

妊娠期から訪問や教室、健診等の事
業を通じて安心して子育てができる
ように個別に配慮して支援に努めま
した。子育てする環境、ニーズは多
様に変化しています。引き続きニー
ズに対応して各種事業を実施してい
くと共に、関係機関と連携や地域の
社会資源を活用しながら子育を応援
していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

171

健
康
推
進
課

2

(

1

)

①

安心して子育
てができる施
策の推進

妊産婦訪問指導・新生児
訪問指導・乳幼児健康診
査・健康相談・健康教室
等を実施します。

各種事業を通し
て、安心して子
育てができま
す。

にこにこ健康相
談は、開催目的
と利用目的とで
相違がみられ、
他機関で代替可
能な事業がある
ため、実施体制
を縮小すること
とします。

妊産婦訪問指導はハ
イリスク妊婦、産婦
全数に実施します。
にこにこ健康相談・
じょうずにモグモグ
教室・2歳児教室は年
12回。7か月教室は年
24回。子ども相談は
26回。乳幼児健診は
乳児・1歳6か月児・3
歳児で各年36回実施
します。

妊産婦・新生児訪問指導の全
数実施に努めました。また、
にこにこ子育て相談は前年度
の評価から回数を減らし11回
実施しました。相談述べ件数
は減少していますが、一回の
来所件数は増加していまし
た。じょうずにもぐもぐ教
室･2歳児教室は12回、7か月
教室は24回、乳児・1.6か月
児・3歳児健診は各36回実施
しました。各事業を通じて個
別に応じた発育・発達の確
認、子育て支援に努めまし
た。

Ⅳ
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主
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課
題
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の
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向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ こあらの会の例会に参加し、求めに
応じて助言しました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

保育ボランティア養成に特化しない
ことで、参加者層が広がりました。
結果的に講座終了後保育ボランティ
アグループに加入する人も増えまし
た。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公民館等での保育付学級の運
営が充実するために保育ボラ
ンティアの活動に協力し、求
めに応じて助言しました。

講座においては保育に必
要な知識の習得を図りま
す。

173

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

わかりやすく、
具体的な学習内
容の提供に努め
ました。

保育ボランティアを
育成するだけでな
く、孫育てやさまざ
まな機会に役立つ講
座を目指します。

保育ボランティアを育成する
だけでなく、孫育てやさまざ
まな機会に役立つ講座を開催
しました。
11月17日　8人
12月15日　8人
1月11日　10人
1月19日　9人
計４回実施

172

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①Ⅳ

Ⅳ

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

「保育ボランティア養成
講座」を開催し、社会教
育施設で実施される各種
学級講座において保育活
動を実施します。

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

保育グループこ
あらの会との連
携を深め、円滑
な運営のために
助言をしまし
た。

公民館等での保育付
学級の運営が充実す
るために保育ボラン
ティアの活動に協力
し、求めに応じて助
言します。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
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28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 研修機会の充実のための連携、協力
に努めました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

保育グループ「こあらの
会」と連携を深め、保育
体制の充実をめざしま
す。

保育体制を充実
させることによ
り、保育を地域
で支える体制作
りが期待されま
す。

保育グループこ
あらの会との連
携を深め、円滑
な運営のために
助言をしまし
た。

保育グループこあら
の会の活動に協力
し、必要に応じて助
言します。

保育グループこあらの会の活
動に協力し、必要に応じて助
言しました。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

174

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①

公
民
館

Ⅳ 2

(

1

)

①

乳幼児をもつ
母親の交流機
会の提供

各公民館で、乳幼児と親
の交流と情報交換・学習
の機会を提供します。

交流を深める中
で、男女共同参
画の意識を高め
ていきます。

Ⅳ

各地区により状
況が異なること
もあり、地域の
特徴に合った取
り組みをしてい
きます。

地域の実情に応じて
各公民館で開催しま
す。
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事業名
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

回を重ねる度に参加者が増え、更に
は口コミにより他地域からの参加者
がいるなど、乳児・幼児と親の交流
と情報交換・学習の場を設けること
ができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
条例等に基づき、引き続きひとり親
家庭等に医療費助成金を支給しま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

175

金
田
公
民
館

Ⅳ 2

(

1

)

①

金田なかよし
クラブの開催

乳児・幼児と親の交流と
情報交換・学習の機会と
して定期的に実施しま
す。少子化の中で孤立化
する親への支援体制づく
りに役立てます。

少子化の中で孤
立化・密室化す
る子育て環境を
改善し、安心し
て子育てが出来
る地域づくりに
役立てます。

クラブ生が相互
で役員を選出
し、事業内容も
吟味しながら計
画を立て実施し
ているので、今
後も現状維持で
運営を行いま
す。また、年々
参加者が増えて
いるため、公民
間事業の中で
も、地域課題事
業として焦点を
当てて行う方針
です。

年間２３回(月２回）
程度の開催を予定し
ます。

参加者が50人を越えるなど、
年々増加していることから、
館として地域課題と捉え、子
育て中の親の居場所づくり、
又家庭教育の必要性を理解す
るための事業を全23回実施し
ました。
なかよし倶楽部
4月～3月まで親子50組、
23回実施、参加者約800名

176

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

ひとり親家庭
等への医療費
等の助成

②

ひとり親家庭等に医療費
等の一部を助成し、福祉
の増進を図ります。

ひとり親家庭等
の経済的負担と
精神的不安の軽
減を図るととも
に、自立促進を
図ります。

引き続き、条例
等に基づき、ひ
とり親家庭等に
医療費助成金を
支給します。

条例等に基づき、ひ
とり親家庭等に医療
費助成金を支給しま
す。

木更津市ひとり親家庭等医療
費等の助成に関する条例に基
づき支給しました。
対象者　　847人

101



【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
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28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 児童扶養手当法に基づき、引き続き
手当を支給します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 貸付申請の受付事務を引き続き行い
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

177

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

母子・父子家
庭等への児童
扶養手当の支
給

母子家庭等の生活の安定
と自立を助け、児童の福
祉増進を図るため、手当
を支給します。

児童扶養手当法に基づき手当
を支給しました。
受給者　1,080人

178

子
育
て
支
援
課

Ⅳ

ひとり親家庭の母等への貸付
を含めた経済相談の対応によ
り、生活の安定を図りまし
た。

母子父子自立支援員による経
済的支援・生活援護相談件数
57件
貸付決定件数 3件

2

(

1

)

②

母子家庭等へ
の各種援護資
金の貸付

母子家庭等への経済的自
立を支援するため、県の
貸付事業に対し各種援護
資金貸付申請の受付事務
を行います。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。

引き続き母子家
庭等への経済的
自立を支援する
ため、貸付資金
の受付事務やそ
の他制度の紹介
等の相談援助を
実施します。

母子家庭等への各種
援護資金貸付申請の
受付事務やその他制
度の紹介等の相談援
助を実施します。

母子家庭等の生
活の安定と自立
を助けます。

引き続き、児童
扶養手当法に基
づき、手当を支
給します。

児童扶養手当法に基
づき、手当を支給し
ます。
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男女共同参画
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28年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
就業支援を引き続き行います。
なお、父子家庭の父に対して給付を
拡充しています。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 必要に応じ入所支援を引き続き行い
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

平成29年度については、該当
ありませんでした。
なお、平成28年度からの継続
入所世帯については自立に向
けた相談支援を行いました。

179

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

母子家庭への
自立支援給付
金の支給

母子家庭の母に教育・技
能訓練給付金を支給し就
業を支援することによ
り、生活の安定を図りま
す。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。

母子家庭等の生
活の安定を図る
ため、親に教
育・技能訓練給
付金を支給し就
業を支援するこ
とに努めます。

自立支援教育訓練給
付金、高等職業訓練
促進費を給付しま
す。

母子・父子家庭自立支援給付
事業として、高等職業訓練
促進給付金11件を給付しまし
た。資格取得により母子家庭
の母等は就業の際有利にな
り、かつ生活の安定に資する
ことから、女性の社会参画に
繋がります。

母子家庭等で、経済的事
情等により、児童の監護
が十分果たせないと認め
られる場合、母子生活支
援施設に入所させ、その
自立助長を図ります。

施設に措置する
ことにより、経
済的・精神的不
安解消を図ると
ともに、障害や
問題の解決の場
を与えます。

180

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

助産施設及び
母子生活支援
施設への入所
に関する支援

引き続き母子生
活支援施設への
入所に関する相
談・申請手続き
の支援を行いま
す。

施設入所が必要な世
帯や個人の相談・申
請手続きの支援を行
います。
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に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

避難所運営マニュアルを作成しまし
た。地域の実情に応じた避難所運営
を行えるよう、概ね中学校区ごとに
自治会、自主防災組織及び民生委員
等を対象とする説明会等を開催し、
避難所別のマニュアルを作成してい
きます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

千葉県の避難所運営
の手引き等を参考に
避難所運営マニュア
ルを作成します。

公
民
館

3Ⅳ

(

1

)

①

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

各公民館主催事業やまち
づくり協議会の課題解決
に向けた取り組みの中
で、男女双方の視点に配
慮した事業の実施をしま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

地域の実情に応じて
市内共通の課題に取
り組無中で、市民参
画による運営によっ
て市民力が向上する
よう取り組みます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

181

危
機
管
理
課

Ⅳ 3

(

1

)

①

避難所におけ
る男女共同参
画の促進

避難所における女性等へ
の配慮等を盛り込んだ避
難所運営マニュアルの作
成を検討します。

女性に配慮した
避難所運営が行
われます。

（新規） 千葉県の「災害時における避
難所運営の手引き」及び「市
町村避難所運営マニュアル
（例）」を参考に、避難所運
営マニュアルを作成しまし
た。
また、平成30年3月24日に開
催した木更津市自主防災組織
連絡協議会において、自主防
災組織を対象に本マニュアル
の内容を説明し、地域の実情
に応じて避難所別のマニュア
ルの作成を依頼しました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

市民参画による防災の取り組みに
は、男女の区別なく進める課題と、
男女差を考えて取り組む課題があり
ます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 計画通り実施できました。次年度も
実施に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

中
郷
公
民
館

Ⅳ 3
-
1

①

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

少子高齢が顕著な中郷地
区において、健康寿命の
増進と世代間交流を目的
に事業を開催します。

65歳以上の方が
もつ性別役割分
担の概念を改め
るよう働きかけ
ます。

女性の参加が多
い中で、男性の
参加を増やすよ
う努めます。

中郷ウォーキング講
座を実施、歩きなが
らの交流を図りま
す。

中郷ウォーキング教室を開催
しました。
開催時期：5月～3月
年間開催回数：５回
参加者：37名

183

182

中
央
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

中央市民講座 地域課題の一つである防
災について取り組み、継
続的学習を行う中で、男
女の区別なく地域活動に
積極的に取り組む人材を
育成していきます。

男女共同参画の
視点を持ち、市
民講座を開催し
ていきます。

「防災」という
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

地区在住の成人２０
人を対象に、中央市
民講座として、月１
回(年間３回～５回）
開催します。

地域課題の一つである防災に
ついて取り組み、継続的学習
を行う中で、男女の区別なく
地域活動に積極的に取り組む
人材を育成しることが出来ま
した。
中央市民講座
準備会2回（7月～9月）
講座4回（12月～3月）
参加者数36人　延べ84人
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

行政頼みの発想から、自分達で何が
できるのか、仲間づくりの必要性な
どを語り合う場とすることができま
した。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

184

文
京
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

未来思考船 少子高齢化社会を迎える
にあたり、今、私たちは
何を主体的に行っていく
べきなのかの座談会を開
催します。

集まったみんな
で話し合いから
関わりを深める
ことにより、男
女差別なく地域
課題を考える機
会となります。

新規事業によ
り、運営し出て
きた課題を次年
度に反映しま
す。

市広報などを利用し
て、広く市民を集
い、市施策を正しく
理解し、座談会を通
して、私たちのでき
る活動を考える機会
とします。

計６回座談会を開催し、様々
な思いを語り合い、夢や希望
を実現するにも仲間づくり、
また縦割り化した発想を考え
直した方が、より充実した地
域、ふるさと作りになること
の認識を高めることができま
した。
最後には千葉大学関谷昇教授
をお迎えして、座談会風な体
裁をとりながら、市民活動の
意義を様々な事例を通して教
示頂くとともに、これからの
活動へのアドバイスを頂き、
今年度の講座を終了としまし
た。
9月12日、11月1日、12月13
日、2月21日、3月7日、3月25
日
延べ人数41名出席
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

健康に関する地域の興味・関心と、
公民館側の企画内容、および広報活
動について、改めて検討していきま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言185

東
清
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

健康講座 免疫を高めることで健康
管理に役立てる講義や
ウォーキング教室など、
生活の中での実践に役立
てる健康講座と、医師・
栄養士等、幅広い専門家
の講義を組み合わせ、地
域と家庭の健康課題に取
り組んでいきます。

生活の基本であ
る家庭内から健
康を考えること
で、相互理解を
深めることが期
待できます。

健康講座は２８
年度までも開催
していました
が、受講生の募
集方法などにつ
いて、改めて検
討しました。

免疫講座
基礎からはじめる
ウォーキング講座
君津中央病院出前講
座

平成28年度までは、免疫講座
に興味関心をもつサークルを
中心に健康講座を開催してい
ましたが、健康についての興
味関心は、人によっては講義
による座学中心・運動中心と
多岐に渡るため、サークル在
籍者以外にも、講座の開催を
より広く広報することにしま
した。全3回開催した免疫講
座には、参加者が各回20人前
後でしたが、まったく新規の
受講生もあり、これからは新
規受講者の目に留まる広報を
考えていきます。ウォーキン
グに関しては、全体で15人前
後とやや振るいませんでした
が、潜在的ニーズは高いはず
なので、「歩き方にも基礎が
ある」ことを広めていく工夫
が、ここでも必要になりそう
です。その他、大声を出して
歌うなど、体を動かす講座に
ついては要望が多くありまし
たが、出前講座については日
程的なものもあり、29年度は
開催できませんでした。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
学んだ成果を広く地域に発表する場
を持つことができました。その成果
は意義があると判断できます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

上烏田・八幡台・羽鳥野三地区の話
し合い・交流の場を定期的に設ける
ことにより、地域の連携を更に強め
ることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「八幡台小学校区ま
ちづくり協議会」の
事務局として、地域
活動の更なる推進を
支援します。

「八幡台小学校区まちづくり
協議会」を開催し、地域の課
題や連携について話し合いを
行ったほか、重点課題である
防災について、防災訓練や備
蓄倉庫についての検討・実施
を行いました。

187

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「八幡台小学
校区まちづく
り協議会」へ
の支援

「八幡台小学校区まちづ
くり協議会」の事務局と
して、地域課題に地域を
あげて取り組みます。

男女を問わず、
街づくりに主体
的に関われるよ
うに支援しま
す。

地域づくりに向
けて、上烏田、
八幡台、羽鳥野
の三地区の交流
を更に推進しま
す。

186

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「いつまでも
元気！健康講
座」の開催

健康についての学習と、
その情報を地域に還元す
る事業を実施します。

男女を問わず健
康について学習
する機会を設け
ます。

前年度の学習し
た内容を文化祭
の場で有志が自
主発表を行いま
す。

健康について男女に
関係なく学習し、地
域に還元できるよう
働きかけを行いま
す。

講座生の意見を反映させた講
座内容を展開しただけでな
く、有志の講座生で文化祭の
場で展示発表を行いました。
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連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

防災という地域課題に対し、親子で
学習する機会を設けたほか、「八幡
台小学校区まちづくり協議会」とい
う地域団体と連携をすることもでき
ました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

企画課と連携し、男女共同参画につ
いて職員向けに研修を実施しまし
た。多くの職員が参加し、理解を深
めることができました。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「八幡台小学校区まちづくり
協議会」と共催で、普段あま
り防災について考えない層を
対象に事業を展開することが
できました。

188

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「親子で防災
教室」の開催

親子で防災について学
び、ひいては地域で活動
することの大切さを学ぶ
機会とします。

男女や年齢に関
係なく、防災に
ついて学ぶ機会
を設けます。

29年度新規事業
です。

「親子で防災教室」
を「八幡台小学校区
まちづくり協議会」
の協力を得て実施し
ます。

施策担当部署と
の密な連携を取
ることと、より
多くの情報を収
集することによ
り、毎年確実に
事業実施へ結び
つけます。

施策担当部署との密
な連携を取り、事業
を実施します。

189
職
員
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

男女共同参画
施策担当部署
との連携

施策担当部署と連携した
事業(職員研修等)を推進
します。

男女共同参画の
周知・啓発が図
られます。

平成29年8月30日に市役所朝
日庁舎において、「みんなの
力が地域をつくる～男女がと
もに活躍できる社会」と題
し、千葉県総合企画部男女共
同参画課　福田有理課長を講
師に招き、研修を行いまし
た。職員90名の参加がありま
した。
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連
番

課
名
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本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

計画の進行管理について推進委員会
で意見を伺いました。また、市内企
業との意見交換も実施しました。今
後も幅広く団体・企業との意見交換
を行い、委員会の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ 委員へ情報提供を行いましたが、更
に内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

委員へ推進委員会を通じ国・
県等の現状の動き等情報提供
を行いましたが、内容の充実
が必要と思われます。

190
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

男女共同参画の促進に関
し、市長の諮問に応じ、
調査、審議するととも
に、その実施について建
議します。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

28年度は、木更
津市男女共同参
画推進計画（第
4次）の策定に
向けた答申のた
め、推進委員会
及び策定部会を
開催しましたの
で、今後は当該
計画の推進にあ
たって助言・提
言等を行いま
す。

男女共同参画の促進
に向けて、木更津市
男女共同参画推進計
画の進行管理等を把
握するとともに、市
内各団体との意見交
換に努めます。

7月27日に第1回男女共同参画
推進委員会を開催し、男女共
同参画計画の平成28年度の進
行管理について及び平成29年
度からの進行管理に係る推進
体制等について助言・提言を
いただきました。
3月2日に第2回推進委員会を
開催し市民、団体、企業等と
の情報交換として市内に事業
所のある東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ
㈱木更津支社担当者との意見
交換を行い、男女共同参画社
会の推進に向け企業の現状を
伺えた貴重な機会となりまし
た。

191
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

委員へ、国・
県・他自治体な
どの情報提供を
行いましたの
で、引続き情報
提供していきま
す。

委員へ、国・県・他
自治体などの情報提
供を行います。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
庁内連絡会議を開催し進行管理方法
の検討を行いました。内容の充実に
努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

庁内連絡会議を開催し情報提供を行
いました。進行管理とあわせ情報提
供の内容の充実を図っていきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言
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①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

各部等の庶務担当課長等
で構成し、本市における
男女共同参画に関する施
策の総合的かつ効果的な
推進を図ります。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

28年度は会議を
開催することが
できませんでし
たので、29年度
は開催し、各部
等の連携のも
と、本市におけ
る男女共同参画
に関する施策の
総合的かつ効果
的な推進を図り
ます。

木更津市男女共同参
画施策庁内連絡会議
を開催し、本市にお
ける男女共同参画施
策を推進します。

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議を６月に開催し平
成28年度の進行管理の結果を
報告しました。また第４次計
画の進行管理方法の見直しに
ついて検討を行いました。

193
企
画
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議を6月30日に開催
し国・県・他自治体などの情
報提供を行いました。

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

委員に向けての
情報提供という
かたちは取れま
せんでしたが、
必要に応じて庁
内各課へ情報提
供しましたの
で、これを継続
し、更に委員に
向けての情報提
供にも努めま
す。

委員へ国・県・他自
治体などの情報提供
を行います。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

市民意識調査は実施しませんでし
た。内容について検討し他の調査な
どに盛り込めないかどうか可能性を
探ります。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ取り組むこと。
毎年でなくても実施できるよう検討
すること。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
推進委員会で企業の担当者と情報交
換を行いました。内容の充実と他の
企業等との交流も検討します

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

②

市民意識調査を実施する
際、男女共同参画に関す
る事項を盛り込みます。

市民意識調査は実施しません
でしたが、盛り込む内容につ
いて検討し準備しました。

3月2日に第2回推進委員会を
開催し市民、団体、企業等と
の情報交換として市内に事業
所のある東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ
㈱木更津支社担当者との意見
交換を行いました。企業の現
状を伺えた貴重な機会となり
ました。
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①

市民の男女共
同参画に関す
る意識調査の
実施

今後の男女共同
参画施策を推進
する上での基礎
資料とします。

市民・団体・
企業等との情
報交換の充実

男女共同参画推進委員会
において、市民、団体、
企業(商工会議所)等の代
表と情報交換を行いま
す。

市民・団体・企
業等との情報交
換、及び連携が
図れます。

28年度は男女共
同参画推進委員
会において市
民・団体・企業
等との情報交換
を行うことがで
きませんでした
ので、実現する
よう努めます。

男女共同参画推進委
員会において、市
民、団体、企業（商
工会議所）等の代表
と情報交換を行いま
す。

28年度は市民意
識調査が実施さ
れませんでした
が、盛り込む内
容について検討
しましたので、
実施の際には市
民に分かりやす
い適切な事項を
盛り込むことが
できるよう努め
ます。

市民意識調査を実施
する際、男女共同参
画に関する事項を盛
り込むことができる
よう、内容を精査し
て準備します。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
県及び他自治体の状況を見据えて本
市にあった良い条例を目指し情報収
集に努め、条例案の検討に向けた準
備をします。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ引き続き取り組む
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ

相談内容に応じて各部署において窓
口となり必要な対応を行っている現
状を踏まえ、総合的相談窓口のあり
方を慎重に検討していきます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ｂ
１次評価を踏まえ引き続き取り組む
こと。

総合
評価

改善策等の提言

Ｂ ２次評価を踏まえ取り組むこと。

(仮称)木更津
市男女共同参
画条例制定に
向けての検討

(仮称)木更津市男女共同
参画条例制定に向けての
検討をします。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

条例制定に向け
ての調査、研究
及び検討のた
め、県及び他自
治体の条例制定
状況等の情報収
集を行いました
ので、これを継
続します。

県及び他市町村の状
況を見据えて、木更
津市にあった良い条
例作りを目指して今
後も情報収集に努め
るとともに、条例案
検討に向けた準備を
します。

条例制定に向けての調査、研
究及び検討のため、県及び他
自治体の条例制定状況等の情
報収集をしましたが、条例案
の検討には至りませんでし
た。
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③

男女共同参画
に関わる総合
的相談窓口の
設置

男女共同参画に関わる総
合的相談窓口を設置しま
す。

総合的な相談窓
口の設置によ
り、一層の男女
共同参画への推
進となります。

男女共同参画に
関わる総合的相
談窓口の設置に
ついて検討する
ため、情報収集
に努めましたの
で、これを継続
します。

相談内容に応じて、
各所管部署において
窓口となり必要な対
応をしている現状を
踏まえ、総合的相談
窓口のあり方を慎重
に検討していきま
す。

男女共同参画に関わる総合的
相談窓口の設置について検討
するため情報収集に努めまし
たが、設置の検討には至りま
せんでした。
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④
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
第4次男女共同参画計画について、市
広報紙等で掲載をしました。情報誌
以外の方法による情報提供に努めま
す。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
各種研修会、フォーラムで計画の周
知をしました。よりわかりやすい資
料等内容の充実に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市民への計画
の周知と意識
の高揚

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）で
計画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

紙面の都合によ
り、記事を掲載
できなかったた
め、紙面の構成
を工夫し、記事
の掲載に努める
とともに、情報
紙以外の方法に
よる情報提供も
検討します。

29年度は男女共同参
画計画（第4次）の初
年度となることか
ら、男女共同参画情
報紙で計画を周知し
ます。

第4次男女共同参画計画の策
定について、市広報紙とホー
ムページで計画の内容等の掲
載を行いました。
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①

市民への計画
の周知と意識
の高揚

各種研修会、講習会で計
画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

新規採用職員研
修や男女共同参
画フォーラム等
で計画を周知し
ましたので、こ
れを継続すると
ともに、その他
の研修会等での
周知にも努めま
す。

29年度は木更津市男
女共同参画計画（第4
次）の初年度となる
ことから、各種研修
会・講習会において
より一層の周知を図
ります。

5月に行った新規採用職員研
修や年3回の男女共同参画
フォーラムで計画の周知をし
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
行政資料室に配置し閲覧できるよう
にしました。資料の配置について検
討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
計画の進行管理について市ホーム
ページで公表しました。より見やす
い表記に努めます。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

行政資料室に配置し、閲
覧できるようにします。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

行政資料室に配
置し、閲覧でき
るようにしまし
たので、これを
継続します。

行政資料室に配置
し、閲覧できるよう
にします。

行政資料室に配置し、閲覧で
きるようにしました。
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①

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

市ホームページに推進状
況を公表します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

計画の進行管理
について、男女
共同参画推進委
員会において報
告した後、市
ホームページに
掲載しています
ので、これを継
続します。

29年度開催の男女共
同参画推進委員会に
おいて、計画の進行
管理について報告
し、その後速やかに
市ホームページに掲
載、公表します。

男女共同参画推進委員会にお
いて、計画の進行管理につい
て報告し、その後速やかに市
ホームページに掲載し公表し
ました。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】

連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

28年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(H29)

計画事業の実施状況(H29) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(H29)

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ
市広報紙での推進状況の公表につい
ては、紙面の構成を工夫するなど検
討します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

１次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

Ａ

計画の進行管理結果について、市
ホームページで公表しました。次年
度からは計画進行管理をＰＤＣＡサ
イクルを活用したものに変更し公表
します。

２次
評価

２次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
推進状況(概要)を公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

紙面の都合によ
り、掲載できま
せんでしたが、
市ホームページ
で推進状況を公
表しましたの
で、これを継続
します。

男女共同参画情報紙
に推進状況（概要）
を公表します。

第4次男女共同参画計画の策
定について、市広報紙で計画
の概要等の掲載を行いまし
た。
また、市ホームページで推進
状況を公表しました。
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計画の推進状
況の把握

毎年度、事業実施結果の
点検・評価・検証を行
い、改善策を協議し、推
進状況とあわせて公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

これまでは、計
画の進行管理結
果について男女
共同参画推進委
員会において報
告した後、市
ホームページに
掲載するのみで
したが、29年度
からは事業実施
結果の点検・評
価・検証を行
い、改善策を協
議し、推進状況
とあわせて公表
します。

29年度からは木更津
市男女共同参画計画
（第4次）の計画期間
となりますので、新
たにPDCAサイクルを
活用して計画進行の
適正管理に努めま
す。

計画の進行管理結果につい
て、男女共同参画推進委員会
において報告した後、市ホー
ムページに掲載しました。平
成29年度計画からは、進捗状
況の点検・評価・検証をＰＤ
ＣＡサイクルを活用して行い
ます。
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